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ハイリスク薬の薬学的管理講習会報告

日時：平成27年 4 月18日（土）19:00〜20:30

会場：沖縄県薬剤師会館 ホール  　　　　　

医療法人以和貴会 西崎病院

名嘉 紀勝

　去る４月１８日、学術研修委員会主催の「ハ

イリスク薬の薬学的管理講習会」が、東京都

から松本有右先生を講師にお迎えし開催され

た。会場は１１２人の参加があり活気ある勉

強会になった。参加の意思の質問に対して、

自主参加がほとんどであったことから、この

テーマに関心があるのが伺えた。松本先生は、

私の研修生時の恩師であったので身の引き締

まる思いで座長を務め、拝聴した。

　講義には、レスポンスカード（準備された

質問に回答するボタンつきのカード）が参加

者に配布され、先生からの質問にその場で集

計をとる方式で進められる聴講者参加型の講

義で、飽きさせない、面白い講義となった。

講義中に「皆さん、ハイリスク薬をどのよう

にとらえていますか？」「どのように注意を

していますか？」などの質問が先生から会場

になげられ、参加者のレスポンスカードから

発せられた回答が集計されてスクリーンにグ

ラフ化されて映し出された。

　『ハイリスク薬』とは、薬剤師の業務にお

いて、副作用や調剤過誤に特に注意が必要

で、安全管理のため薬学的管理の関与が必要

な医薬品である。それは安全管理を誤ると患

者に被害をもたらしうる医薬品であり、それ

らの薬剤は用量、用法、薬物相互作用の確認、

副作用や薬物依存の説明と確認、治療薬物

モニタリング等が必要とされている。ご存知

の通り、２０１０年には保険調剤に特定薬剤

管理指導加算が算定できるようになった。こ

れは安全管理（服薬管理）において薬剤師の

専門性が評価されたことになる。

　では、ハイリスク薬管理はどのようになさ

れていますか？

　病院ならＴＤＭ等の検査ができるが、薬局

では患者からの情報とモニタリングによるだ

けである。ここでより気を付けないといけな

いのは、限られた情報において、添付文書通

りのチェックで済ませてはいけないこと。実

際には、加齢により生体の機能が衰えてい

ることも考慮しなくてはいけない。例えば、

腎排泄性の薬剤であれば、高齢者への処方

会務ハイライト

＜ 式 次 第 ＞　　　　　　　　　司会：学術研修委員会　副委員長　渡具知　一　枝

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会　会　　長　神　村　武　之

　○講習

　  よりよい薬歴管理を実施するための高齢者におけるハイリスク薬の薬学的管理について

　　〜 腎排泄性薬剤の処方監査を徹底しよう 〜

　　　　  講師：東京薬科大学客員教授・東京都薬剤師会常務理事　松 本　有 右 先生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：青年薬剤師部会　名　嘉　紀　勝

　○質疑応答

あいさつ

神村 武之 会長

司　会

渡具知 一枝氏
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は服用量の確認、算出が求められる。そのため

には、従来の患者インタビューに、病態、様子

の観察に身長、体重の確認だけでなく、血清

クレアチニンクリアランス（Ｓｃｒ）による腎機

能の把握も不可欠である。腎機能低下患者の

投与設計ができる理由には、以下の点による。

①腎機能が同じならば、至適投与量の個人

　差が少ないこと。

②腎機能を表す糸球体濾過率（ＧＦＲ）は、

　ｅＧＦＲ、ＣＬｃｒ、またはＳｃｒ値でほぼ

　代用できる。

　血清クレアチニン値を入手できれば、腎

機能に応じた患者のハイリスク薬等の腎排泄

性薬剤の適正な用法・用量のチェックができ

る。先生が所属している八王子薬剤センター

における簡易測定器（これは自己血糖測定

[ＳＭＢＧ]と同様な手技で血清クレアチニン値

を測定することができる）を使用して検討した

報告があり、患者の腎機能を知る手立てになり、

投与量の算出までできる。先生御自身と八王子

薬剤センターの取り組みを発表して下さった。

　先生より、薬剤師は検査数値の把握に更に

意欲を持つようエールが送られ、閉会となった。

　今回の講習会を受講して、２０１４年の改

正薬剤師法により、第２５条の２が「情報提

供及び指導の義務」と変わり、薬学的知見に

基づく指導が薬剤師に求められていることの

重要性が知らされた。これにより、薬剤師は

より一層薬物動態の知識を深め、一人一人の

患者さんに適した情報の提供や指導を行うこ

とが必要になってくる。前述した腎機能は一

例で、ＡＤＭＥ（Ａ：吸収、Ｄ：分布、Ｍ：

代謝、Ｅ：排泄）を把握し、患者さんに適切

な情報提供やモニタリングをしていく技術を

習得し、個々の患者さんにどのような副作用

が起こりやすいか、また、どのような兆候が

みられたら重大な副作用に至るのか注意しな

ければならない。在宅医療も活発になってき

ている今、患者さんからの薬に対する疑問や

不安の解消に薬剤師は期待されている。これ

からの薬剤師は、薬剤の一般的な使用法に加

え、病態を踏まえた細かな調節に至るまで理

解していかなければならない。

講　師

松本 有右氏
聴講者のレスポンスカードから発せられた回答が集計されて

スクリーンにグラフ化され映し出された

多くの参加者があった座長を務めた 名嘉 紀勝氏
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平成27年度 那覇市制功労者 表彰平成27年度 那覇市制功労者 表彰

西 登貴世 先生　おめでとうございます
那覇市制施行94周年記念式典にて表彰

左から３人目が西 登貴世氏

期日：平成27年５月20日（水）　　会場：那覇市パレット市民劇場

《 第７２回 沖縄県薬剤師会 通常総会 》
会期：平成２７年６月２１日（日）１３：３０〜　 会場：県薬会館ホール

※通常総会開催前の13:00から、沖縄県薬剤師連盟評議員会が開催されます。

《 平成27年度 新任・新人薬剤師研修会 》
会期：平成２７年７月５日（日）１３：００〜　　 会場：県薬会館ホール

※研修会開催前の12:00から隣接の県立南部医療センター・こども医療センター

　薬局の施設見学が予定されています。（集合：11:30に県薬会館研修室）

《 調剤報酬請求業務講習会 》
会期：平成２７年８月１６日（日）　　　　　　　  会場：浦添市てだこホール

《 第２回 症例検討入門研修会 》
講師：大澤友二先生

（福岡薬物治療研究会会長、九州大学薬学部非常勤臨床教授、元昭和薬科大学教授）

会期：平成２７年８月２９日（土）１９：００〜　 会場：県薬会館ホール

《 なごみ会主催 県民健康フェア 》
会期：平成２７年８月９日（日）　 会場：沖縄コンベンションセンター 展示棟

《 くすりと健康フェア 県民公開講演会 》
会期：平成２７年１０月２２日（木）１８：３０〜  会場：那覇市パレット市民劇場

《 第２８回 沖縄県薬剤師会学術大会 》
会期：平成２７年１１月１日（日）　　　 　　　　 会場：県薬会館ホール 他

開催日が決定した平成２７年度の主な行事
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　第176回 全国禁煙アドバイザー育成講習会 in 沖縄

日時：平成27年 3 月7日（土）17:30〜21:00

会場：沖縄県薬剤師会館 ホール　　　　　

主催：日本禁煙科学会、沖縄県薬剤師会、ＫＫ沖縄

後援：沖縄県医師会、沖縄県歯科医師会、沖縄県小児科医会

　　　沖縄県小児保健協会、沖縄県健康づくり財団

　　　沖縄県看護協会、沖縄県保健医療部

保健福祉委員会

我喜屋 美香

　毎月全国のどこかで行われている禁煙アド

バイザー育成講習会、１７６回目はここ沖縄

で行われました。毎回思うのですが、その時

期の禁煙事情を学び、自分の中での禁煙支援

のステータスを上げるにはかっこうの研修会

であると常日頃感じます。実際、今回の

研修会もその目的を裏切ってはくれませ

んでした。

　今回のスタートは夕食付イブニングセミ

ナーｂｙ高橋（奈良女子大学・高橋裕子先生）

電子タバコも有害であることを誰がこのよう

に語ってくれたでしょうか？水蒸気だけと

思ったら大間違い。ＷＨＯは使用しないよう

に警告を発しています。また、タバコの本

数を減らしても体に入る有害物質は減らな

い。ニコチン濃度は増えることもある。さ

らに、高橋先生からの目から鱗の新情報は

続きます。

　禁煙補助薬を使用しないと、うつ病になりや

すい。禁煙補助薬を使用しないと体重が増え

やすい。薬を使うと作業能率が落ちない。等々

　また、三浦秀史先生（禁煙マラソン事務局

長）からは職場の禁煙についてのレクチャー

がありました。衝撃的な数字です。東京都目

黒区の在職死亡者の３５％がスモーカーだっ

たと・・・禁煙という商品を売りたいという

気持ちから職場・地域社会での禁煙支援に奔

走されています。昨今では、事業主が動き出

しました。作業効率（喫煙時間）、施設効率（喫

煙場所）、職場環境（不公平さ）、全てがこの

企業の将来にかかってきますね。

　高橋先生のラストレクチャーから・・２点

ほど紹介します。

　まず１つ・・・禁煙外来担当者の先生方・・

耳が痛いです。再喫煙問題・・・再喫煙は

５０〜９０％に起こる普遍的な事象。禁煙し

ている人は毎日氷河の上を歩いているような

もの。非喫煙者の日常と同じではない。薬が

効いていたら喫煙欲求は出ないはず。処方の

仕方が悪い！ 1日４０本吸う人には４０本に

見合う薬が必要。

　そして最後に、喫煙者心理に基づく

簡単動機づけ声かけ法４Ａ＋Ａワーク

（Ａｃｃｅｐｔ承認、Ａｄｍｉｒｅ賞賛、Ａｓｋ

質問、Ａｄｖｉｃｅ助言＋Ａｒｒａｎｇｅ今後

への準備）を行い、魔法の言葉を教えてもら

いました。手ごわい喫煙者への声掛け法で

す。このようなスキルを学ぶことはとても

大事です。「人は変われます」「人は化けま

す」詳しくは高橋先生著「職場のたばこ対策」

をご覧あれ。

　その他、禁煙支援に関わる盛り沢山な情報

を先生から受け、更に我々の背中をおして下

さいました。

　いつも高橋先生は教科書に書いてないご自

身の体験から滲み出たことを語り、情報を提

供して下さいます。高橋先生・三浦先生本当

にありがとうございました。このように毎年、

何らかの形で沖縄を支援して下さる先生方

に感謝し、それに応える行動を起こしていこ

うと思う今日この頃でした。ＫＫ沖縄の皆様、

本当にありがとうございました。

研修会
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女性薬剤師部会主催 第15回漢方講座 報告

日時：平成27年 1 月18日（日）11：00〜14：50

会場：沖縄県薬剤師会館 ホール 　　　　　　

講師：佐賀県 清水医院

　　　院長　清水 正彦 先生

ハープ薬局とみしろ店

與儀 明美

　今回は、前回（第１４回漢方講座「妊娠と

漢方」）の復習も兼ねた形で、「授乳と漢方」

と題して講演が行われました。最初に妊婦、

授乳婦に対する漢方製剤投与時の留意点とし

て下記の７項目の提示がありました。

○医療用エキス製剤での催奇形性の報告はない。

流産、早産に関して、重篤な問題の報告は

見られない。

○医療用エキス製剤には妊娠中に禁忌の生薬

は含まれていない。（しかし、エキス製剤

には入っていないが、禁忌の生薬は存在

する）

○医療用エキス製剤には慎重投与のものは

ある。

○妊娠４週〜１５週（器官形成期）。

漢方エキス製剤であっても、安全性に対す

る検証は確立されていないので、できるだ

け使用は控えることが望ましい。

○妊娠１６週以降でも、症状の改善が見られ

たら早急に休薬することが望ましい。

○妊娠、胎児に対する安全性、病態に対する

有効性の熟考を。

○授乳婦に関して留意すべき生薬として、禁

忌ではないが大黄、麻黄、附子などがある。

　さらに、これらについての詳しい説明があ

りました。

　妊娠中に漢方薬を使う際、流産・早産に

つながる①胎盤剥離の危険性、②子宮平滑筋

の過剰収縮を常に念頭において考える。

禁忌の生薬

　エキス製剤には含まれてないものの、生薬

成分（煎じに使うことあり）として以下の禁

忌成分があり注意を要する。

・瀉下作用：大横の強力版として

甘遂（かんつい）、大戟（だい

げき）、商陸（しょうりく）、

げん牛子（げんごし）、巴豆

（はず）

・破血作用：西洋薬でいえばワーファリン。

　　　　　 血流が良くなりすぎる。

三稜（さんりょう）、水蛭（す

いてつ）、しゃ虫（しゃちゅう）

・活血作用：切迫流産を起こす危険性

莪朮（がじゅつ）

＊牡丹皮には破血作用とまではいかない

にしても血流改善作用があり、不妊治

療に使われることもあるが、妊娠した

らすぐにやめること。桂枝茯苓丸は牡

丹皮のほか、４成分も含まれているの

で破血作用は緩和される。

慎重投与の生薬

　禁忌生薬と同じく単独の使用には注意が必

要だが、エキス製剤では他成分により緩和

される。

部会だより

＜式次第＞
　○ツムラ漢方情報提供
　○基礎講座(授乳と漢方)
　○応用講座 (症例検討・解説）
　テーマ「証の捉え方と対処方法」
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・子宮収縮作用：紅花、牛膝、大黄、枳実

例：薬局で大黄甘草湯を妊娠・授乳中

の方に販売する場合、病院から潤腸

湯などの大黄が入っている漢方薬が

処方されていることもあるので、そ

の場合は販売しない。確認！

・利尿作用：厚朴（緊張を緩める）、乾姜・

　　　　　 附子・呉茱萸（温めながら）、

　　　　　 芒硝（Ｍｇのこと、冷やしながら）

・その他前記の①、②に影響する生薬：

半夏（半夏厚朴湯をつわりに使用、

半夏と生姜はペアでつかうと半夏の

欠点を生姜が緩和）、桃仁、牡丹皮、

酸棗仁

　前記①、②以外を念頭において慎重投与す

べき生薬

・脱水傾向への危惧：

半夏、ヨクイニン、呉茱萸、附子

・頻脈、血圧上昇、児の興奮やほてり：

附子、麻黄、人参

○妊娠中・授乳中の風邪について

炎症が少なからずある場合：

ベースに６６番参蘇飲が良い。

加えて発汗がナシなら葛根湯、発汗アリ

なら桂枝湯を併用。６６番３日分に１日分

併用等。

炎症が強く高熱で咳、痰、食欲不振なら

小紫胡湯や紫胡桂枝湯を併用。浮腫が強

い時は当帰芍薬散（圧痛があり、冷えや

浮腫の症状があるとき）を併用。乾咳、舌

乾燥なら麦門冬湯（妊娠中の咳↑には麦門

冬湯は安心だが、咳↑時には参蘇飲を併

用しながらの方法もある）。

炎症がほとんどない場合：冷え・胃腸虚弱、

神経質なら香蘇散３日間で対応。

※香蘇散をバージョンアップしたのが

参蘇飲。

　妊娠中一番安心して使えるのは参蘇飲で

それを飲みながら桂枝を追加してゆく。

※一般的に妊娠中・授乳中でも風邪を

引いた時に細菌性疾患を疑って抗生

剤（ペニシリン系。セフェム系）が

投与されるが、まれにＥＢウイルス

の可能性も否定できない場合があり、

上記抗生剤投与で急激な発熱症状来

たらマクロライド系への変更が必要

なことがある。

○妊娠中・授乳中の便秘・下痢について

便秘時、カマグ：ある程度冷やす。

大黄：かなり冷やすがエキス製剤は安心。

※大黄の母乳移行は少なからずあるが、

ごくわずかである。それでも乳児が下

痢をしたら中止。医師に確認を。た

だし、下痢が薬のせいと考える人が

多いのにも注意を。食事の内容（油っ

こいものを食べていないか）ミルク

の飲ませすぎなども考慮する。

桂枝加芍薬湯（６０番）：体が弱って交感

神経が緊張し、かゆみ↑、頭痛のある人

でお腹が弱い人に効果的。ただし、シ

ナモンアレルギーの人は不可。

小建中湯：下痢に関しては安心。内容は

ほとんど食料。

当帰建中湯：小建中湯から飴を抜いて当帰

を加えたもの。これも下痢に関しては安心。

桂枝加芍薬大黄湯：大黄を少し加えているが、

安心して使え、これでダメな時は体が

乾いている。潤腸湯などもある。

○妊娠・授乳期の関連疾患にかかわるエキス

　剤の使用上の注意点

・大黄、芒硝、桃仁、牡丹皮、紅花の含有

量が多いものは注意

・麻黄（エフェドリン）：血圧↑、脈拍↑、

児興奮やほてり

・附子（アコニチン）：血圧↑、脈拍↑、

舌のしびれ等

・人参：浮腫、血圧↑、体重増加、

・甘草：偽アルドステロン症（浮腫、血圧↑、

低カリウム血症）、清涼飲料水にも注意
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平成27年度 学校薬剤師新任研修会 報告

日時：平成27年 4 月26日（日）10:00〜12:30

会場：沖縄県薬剤師会館 研修室 　　　　　
浦添総合病院

佐次田 頌

　去る４月２６日（日）、平成２７年度新任

学校薬剤師研修に参加してきましたのでご報

告致します。

　学校薬剤師をしていた父より、「やってみ

ないか」と言われたことをきっかけとし、今

年度より学校薬剤師をさせて頂くことになり

ました。父がやっていたこともあり、学校薬

剤師の活動に関してはある程度把握をしてお

りましたが、実際どうしていいのか分からず

終い。そんな時に学校薬剤師新任研修がある

と聞き参加致しました。

　参加して感じたことは、経験年数の浅い薬

剤師はおらず、参加者のほとんどがベテラン

の先生方であったことです。沖縄県の学校薬

剤師の実態として、配置されている学校数が

４８７校に対し、学校薬剤師数は１６５名。

１人平均約３校を担当していることになりま

す。通常業務への負担が大きく、若手薬剤師

の積極的な参加の必要性を感じました。

　さて、本題の報告内容に入りますが、以下

の３つの項目に関して講義が行われました。

１．学校薬剤師の役割について

２．学校環境検査について　基本３検査

（教室等の空気・照度、飲料水・プール

水の水質の各検査）等の理論と演習、報

告書の書き方

３．薬の正しい使い方と薬物乱用防止教室

のすすめ方

１．学校薬剤師について

⑴学校薬剤師とは

大学を除く幼稚園、小学校、中学校、高

等学校には、学校医、学校歯科医と共に、

学校薬剤師を必ず置くことになってい

ます。学校３師ともよばれます。扱いは、

学校の非常勤職員となります。

⑵学校薬剤師の主な勤務

①学校保健計画・学校安全計画の立案

に参与すること。

②学校環境衛生基準に基づいた学校の飲

料水、水泳プール、照度、空気、換気、

騒音などの検査をすること。

③学校環境衛生について指導と助言を

すること。

④学校で使用する医薬品について指導

と助言をすること。

⑤学校、地域社会において「薬物乱用

防止の活動」、「禁煙・飲酒防止教育」、

「アンチドーピング」、「医薬品の適正

使用」の啓発に協力すること。

⑥健康相談に医師・歯科医師とともに

関わること。

部会だより
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２．学校環境検査について

空気、採光及び照明、水質及び施設・設

備、騒音に関しての測定方法、検査回数、

実施項目、評価、記録の仕方について

わかりやすく教えて頂きました。

３．薬の正しい使い方と薬物乱用防止教室の

　すすめ方

従来まで、高等学校で学んでいた「薬

の教育」が中学校から開始されており、

学年の早い段階から喫煙、飲酒、薬物

乱用防止教育を行う必要性を改めて実

感しました。

　今回、とても有意義な研修会に参加させて

頂き有難うございました。

　今後、学校薬剤師として地域社会そして青

少年育成に貢献していきたいと思いますの

で、学校薬剤師の先生方、ご指導ご鞭撻の程

よろしくお願いします。

＜ 学校薬剤師新任研修会へ参加して ＞

会営薬局うえはら

上里 美矢子

　去る４月２６日に、沖縄県薬剤師会館にて

「学校薬剤師新任研修会」へ参加させていた

だきました。

　講習内容として、学術研修担当の笠原大吾

先生による学校薬剤師の役割や学校環境検査

についての基本３検査等の理論と報告書の書

き方の要点、試験監査センターの小泉宝之先

生による学校環境検査の採取の方法・要点を

中心に行われました。また、沖縄県の学校薬

剤師は、配置されている学校数４８７校に対

し１６５名と、一人平均３校を担当している

状況にあることがわかりました。

　まず、学校薬剤師の役割として主な職務は、

１．学校保健計画・学校安全計画の立案に参

与する　２．学校環境衛生基準に基づいた学

校の飲料水、水泳プール、照明、空気、換気、

騒音などの検査　３．学校環境衛生について

指導と助言を行う　４．学校で使用する医薬

品について指導と助言を行う　５．学校、地

域社会において「薬物乱用防止活動」、「喫煙・

飲酒防止教育」、「アンチドーピング」、「医薬

品の適正使用（くすり教育）」の啓発に協力

する　６．健康相談（医師や歯科医師と共に

関わる）　以上、６項目が挙げられます。

　その中でも２項目の学校環境衛生基準に基

づいた学校の飲料水、水泳プール、照明、空

気、換気、騒音などの検査は重要です。

　基本３検査として①空気（揮発性有機化合

物：ＶＯＣｓ、ダニ又はダニアレルゲン）②採

光及び照明　③水質（飲料水・プール水）及

び施設・設備と騒音測定は、学校薬剤師執務

記録簿に検査結果と評価（指導助言）を記載

し、検査日から５年間の保存となっています。

　上記の学校環境検査の採取の方法・要点に

ついて、検査時の時間帯や採取後の保管方法

など、特に水質検査は採取後冷所保管にて当

日中に提出することが望ましいなど測定機器

を用いての説明がありました。

　新たな学校薬剤師の役割として、平成

２１年度から「健康相談」に関して医師や

歯科医師と共に関わることや、中学校では

平成２４年度から、高校では平成２５年

度から新学習指導要領において「医薬品

の正しい使い方」、「薬物乱用防止」など

Ｔｅａｍ　Ｔｅａｃｈｉｎｇという形で参加して

いく内容が増えてきています。

　一新任学校薬剤師として、基本職務の徹底

と「医薬品の適正使用（くすり教育）」、「ア

ンチドーピング」等職務内容の充実を目指し、

学校や地域と連携しながら努めていきたいと

思います。
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平成27年度 日本医薬品卸勤務薬剤師会「研修会」参加報告

日時：平成27年 5 月15日（金）13:00〜16:30

会場：大手町サンケイプラザ（東京都）  　　

（株）琉薬

城村 幹彦

【講演①】「なぜ今、偽造医薬品なのか？」

金沢大学医薬保健研究域薬学系

国際保健薬学　木村 和子 教授

　木村教授は日本では数少ない偽造医薬品研

究の第一人者で、２０１３年よりＡＦＨの社

外取締役も兼任されている。偽造医薬品につ

いて国内ではあまり話題に取り上げられない

が、世界中では国際会議が開催されるほど

ホットな話題となっている。内資系メーカー

も海外の取引においては、例外なく被害に

あっているのが実情である。国内での偽造医

薬品による被害は、殆どがインターネットを

介した個人輸入によるもので、痩せ薬やＥＤ

治療薬などが多い。偽造医薬品の組成は、全

く有効成分が含まれていない（無成分）、内

容成分が異なる（誤成分）、有効成分量が極

端に少ない（含量違い）など様々であるが、

誤成分の場合致死的な成分の場合もあり危険

度が高い。また、抗生物質で含量が少ない場

合には耐性菌出現の原因となっていることが

予想される。

　海外の偽造医薬品製造者は犯罪組織と密接

な関係にあり、偽造医薬品の売り上げが犯罪

組織の資金源となっている。経済的には、偽

造医薬品の流通により全世界１年で約９兆円

の損害が製薬業界で発生していると報告され

ている。また、最近になり海外では医療用医

薬品の偽造品も出回るようになり、ワクチン

や抗がん剤などの偽造品で大量の死亡者が

出る事故も発生している。このような事例

を未然に防ぐために、欧米では罰則の強化や

インターネット取引への規制・安全策が進み

つつあるが、わが国では法整備を含めた対策

が遅れているために、近い将来には日本が偽

造医薬品製造者の標的になる可能性が高い。

　我々医薬品卸にとっても傍観している場合

ではなさそうである。

【講演②】「化学物質の毒性発現機構と生体

防御機構　〜ＰＭ２．５を中心に〜」

東京薬科大学薬学部 公衆衛生学教室

藤原 泰之 教授

　近年になり、中国を発生源とした環境汚

染物質ＰＭ２．５が取り上げられ社会問題と

なっている。中国、中でも北京の大気汚染は

凄まじく、日中でも太陽光が遮られて薄暗い

様子は報道などで目にする機会も多い。大気

汚染物質にはＮＯx、ＳＯxなど様々な物質が

あるが、ＰＭ２．５は粒子径２．５μm以下の

固体・ガスの総称である。人工衛星からの観

測では、インド内陸部と中国内陸部に発生源

が集中している。最近では、発生源の中国の

みならず隣国の韓国・日本でも濃度測定が行

われており、インターネット上でリアルタ

イムの数値が公表されている。人体への影

響は様々な報告があり、中国では２０１０

年の死者の約１５％に当たる１２０万人が

ＰＭ２．５の影響で早死にしたとの結果が出

ている。ＰＭ２．５は粒子径が小さいため呼

吸により肺に吸い込まれた場合、肺組織の末

端の肺胞まで届いてしまい、慢性閉塞性肺疾

患や肺がんなどの呼吸器疾患や虚血性心疾患

部会だより
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などの循環器疾患を引き起こすことが分かっ

ている。ＰＭ２．５に含まれる有害な成分と

しては、ＮＯx・ＳＯx以外にも発がん性物質

のベンゾ[α]ピレンや活性酸素、キノン誘導

体の多環芳香族などがある。国内での法整備

はまだ不十分で、ＰＭ２．５は大気汚染防止

法で規制されていない状況であるため、各自

治体が自主的に注意報などを出している。

　ＰＭ２．５はともすると工場からの排出

ガスや自動車排気ガスのみが発生源と思われ

がちであるが、自然界でも火山や森林、雷雲、

海面からも発生し、発生源の特定は必ずしも

単純ではない。また、測定技術や研究の進歩

でクローズアップされただけで、ＰＭ２．５

自体は過去からあったはずである。今のとこ

ろ、決め手となる対策は無いので、健康弱者

は日常の健康管理に留意すると共に、注意報

発令時には外出を控える、防塵マスクを着用

するなどの措置が必要である。
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平成27年度 宮古地区薬剤師会総会 報告

日時：平成27年 5 月23日（土）18:00〜19:00

会場：シモジ薬局 ２階 会議室　　　　　　

広報委員会 宮古通信委員

前里 由紀子

＜川満正啓 宮古地区薬剤師会会長あいさつ＞

　近年、医薬分業に対するバッシングが再燃

しつつあります。特に昨年発覚した薬歴未記

入問題は、国民の分業に対する不信感を一層

煽ることになりました。また、病院内薬局の

設立を望む声もあがり、このままでは、今日

まで築きあげてきた医薬分業制度は将来消滅

してしまう可能性もあります。このような危

機的状況、また家庭内残薬５００億円と言わ

れる中で、残薬を確認することによる医療費

の削減、在宅、セルフメディケーションなど

に積極的に取り組み、より地域に密着した健

康拠点となるべく「かかりつけ薬局」「かかり

つけ薬剤師」の機能を強化していきましょう。

　議案第１号では、沖縄県立宮古病院のＦＡ

Ｘ送信システムを変更することにより、事

務用消耗品費が安くなった（送信システムの

変更費用は宮古病院移転新築準備金より充て

られた）。そのため、ＦＡＸ負担金は現在の

９０円に据え置きになる。

　議案第２号では、ＰＭＤＡの登録・報告の

推進、自殺防止対策のゲートキーパーとしての

宮古福祉保健所との連携、残薬確認を通して

医療費の削減、特定医療材料に関する勉強会

の開催予定、そのほか２６年度決算、２７年

度予算案、役員改正、担当人事の件などが承

認されました。

＜神村武之 県薬会長あいさつ＞

　昨年に引き続き、宮古地区の総会に出席す

ることができ、宮古地区としての活動に感動

している。薬歴未記入問題、処方箋の７０％

が門前の薬局に集中している現状、２０２５

年のかかりつけ薬局制度、病院からの検査値

の提供などにどう対応するかなど問題は山積

みだが、我々はもっともっと勉強して専門性

を深め薬剤師の職能をアピールしていきま

しょう。また個人的には県薬剤師会会長の任

期が終わります。次期会長にも今まで以上に

離島の意見を伝えて下さい。

　総会の後は、居酒屋「市場食堂」にて、県

立宮古病院、宮古南静園、宮古島リハビリ温

泉病院、宮古福祉保健所からも参加があり、

楽しく意見交換を行いました。

地区だより
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地区だより

平成27年度 八重山地区薬剤師会総会 報告

日時：平成27年 4 月17日（金）20：30〜22：00

会場：大濱信泉記念館（石垣市）  　　　　　　

八重山地区薬剤師会

会長　山城　専

＜平成２６年度収支決算報告＞

＜平成２７年度予算案＞

＜ＦＡＸコーナー平成２６年度収支報告＞

　ＦＡＸ送信１回あたり１００円とすることを決定（４月分より）

＜平成２７年度事業計画目標＞

○沖縄県立八重山病院との定期的に分業連絡協議会

○健康とおくすり相談会（６月〜９月の間に小浜公民館で予定）

○健康福祉まつり参加（１２月）

○保健所による出前講座要請

○ＡＥＤや救命訓練の復習、バイタルチェックの講習会（平成２７年１月〜３月に予定）

＜宮古地区薬剤師会総会 式次第＞  　　　　　　　　　　 司　会　古謝　真己

 １．開会の辞             司会

 ２．会長挨拶             会　長　川満　正啓

 ３．議長選出            

 ４．議長登壇　挨拶　点呼　宣告        会　長　川満　正啓

 ５．議題

　 　報告　第１号　平成２６年度事業報告   副会長　古謝　真己

　　 　　　第２号　平成２６年度会計監査報告    監　事　方　　智子

　　　 　　第３号　県薬理事会報告      県理事　下地　　仁

　　 議案　第１号　平成２６年度決算承認の件    会　計　下地　睦夫

　　 　　　第２号　平成２７年度事業計画（案）承認の件  会　長　川満　正啓

　　 　　　第３号　平成２７年度会費額に関する件  会　計　下地　睦夫

　　 　　　第４号　平成２７年度ＦＡＸ負担金に関する件  会　計　下地　睦夫

　　 　　　第５号　平成２７年度予算（案）承認の件  会　計　下地　睦夫

　　 　　　第６号　役員改正及び担当者人事の件   会　長　川満　正啓

 ６．県薬剤師会会長挨拶          県薬会長　神村　武之

 ７．閉会の辞             副会長　古謝　真己
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第121回健康とおくすり相談会報告

日時：平成27年 3 月 8 日（日）7:00〜14:00

会場：具志川ドーム（うるま市）　　　　　

担当：中部地区薬剤師会  　　　　　　　　
与勝病院

石井 秀典

　春の陽気が漂い出し、運動には絶好の日和

となった第７回ゆいゆいウォーキングの２日

目。スタート＆ゴール地点の具志川ドームに

て、健康とおくすり相談会が実施されました。

　まず、ゆいゆいウォーキングフェスタっ

て？と思い、調べてみたところ…「金武湾を

取り囲む、宜野座村・金武町・うるま市の３

自治体が連携し、地域活性化を図るため「健

康長寿」と「観光振興」の観点から、県内外

問わず多くの方が集い、交流できるウォーキ

ング事業」とのこと。この日だけでも参加者

９１１名！とても賑わいのある行事でした。

　今回参加頂いた薬剤師は１２名。具志川

ドームにて体組成計と血圧脈波検査装置を

使っての相談会を行いました。

　健康志向の強い方々が参加されているの

で、あまり相談に来られないのではと思って

いましたが、ピーク時にはウォーキングを終え

た方々が列を成すほどの盛況ぶり。合計６９名

の方の健康相談をお受けすることができました。

　脈波検査装置は動脈硬化の程度を推測でき

る機器ですが、正しく脈を取ることが難し

く、四苦八苦しながらの作業。普段、患者さ

んの体に触れる機会がほとんどない私にとっ

て、貴重な体験をさせて頂きました。相談に

来られた方の中には、体組成計を試してみた

くて・・・という見る限り健康的な方々も多く、

特に野球チームの方々の筋量にはびっくり！

（私は筋肉量の少ない体格なので、少し分け

て欲しいなぁ）

　しかし、そういった方の中でも、禁煙した

いがどうしても・・・という方、最近すこし

お腹周りが・・・という方など、健康に関す

る何らかの相談はあり、こういった機会を相

談者が健康増進に取り組むきっかけにするこ

とが、薬剤師の存在感を大きくする１歩とな

るのかな？とも感じました。その一方で、現

在病医院に通っている方からの相談もあり、

血圧やコレステロールに関する素朴な疑問か

ら、薬の服用方法についてなど、多くの相談

をお受けしました。

　今回の相談会をお手伝いさせて頂き感じた

ことですが、薬剤師が薬局の外に出て、病医

院と縁の無い方からも気軽に相談を受けるこ

とで、患者さんのみならず健康な人にも、薬

剤師をより身近な存在として感じてもらえる

と思います。また、自治体の活動をこまめに

確認して、健康増進につながる情報を周囲に

広報していくことも医療人として出来ること

かもしれないと感じました。

　最後に余談ですが・・・相談会から帰る際、

金武名産の豚をつかったヘルシー豚丼の出店

（とても美味しかったです！）があるにも関わら

ず、金武名物タコライスの出店の前には老若男

女、ＢＭＩの高低に関わらず、多くの人が長蛇

の列をなし、せっかく消費したカロリーをしっ

かり補給していました。沖縄の健康増進はま

だまだこれからだ！

月例相談会

▪健康とおくすり相談員　（順不同・敬称略）

　◦江夏 京子　◦仲座 方利　◦普久原  隆

　◦莇 　初子　◦伊佐 常隆　◦藤原  明人

　◦西村 浩彦　◦照屋 洋子　◦池原智香子

　◦福地 健治　◦上原 千春　◦石井  秀典
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第29回沖縄県薬剤師会学術大会の演題の募集について

会　　　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖 縄 県 薬 剤 師 会

部　会　長　　各　位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学術大会実行委員会

地区支部長

　時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

　さて、標記の学術大会を来る平成２７年１１月１日（日）沖縄県薬剤師会館に於いて開催すること

になりました。

　つきましては、 下記により演題を募集致しますので、多数の申込を頂きますようお願い申し上げます。 

　但し、原則として１施設１演題とします。

記

１．演題募集部門名：①保険薬局部門　　②学校薬剤師部会　③女性薬剤師部会　　④公衆衛生部門

　　　　　　　　　　⑤行政薬剤師部会　⑥病院診療所部会　⑦卸勤務薬剤師部会　⑧青年薬剤師部会

　　　　　　　　　　⑨開局部門　　　　⑩医薬品情報部門　⑪試験検査部門

２．発　表　時　間：一題　10分（発表８分、 質疑応答２分）

　　　　　　　　　　①発表は口演 （パワーポイント） 発表を主とします。

　　　　　　　　　　②演題の応募状況によっては、 発表時間を調整させていただくことがあります。

３．演 題 申 込 締 切：平成２７年９月４日（金）

４．講　演　要　旨：Ａ４版縦用紙１枚程度 （1200字以内） にまとめ郵送またはメールで送付下さい。

　　　　　　　　　　 （作成要領は裏面をご参照下さい。） 

５．要　旨　締　切：平成２７年１０月２日（金）

６．申　　込　　先：〒901-1105　沖縄県島尻郡南風原町字新川２１８-１０　沖縄県薬剤師会館内

　　　　　　　　　　第29回沖縄県薬剤師会学術大会準備委員会

　　　　　　　　　　ＴＥＬ （０９８）９６３—８９３０　　ＦＡＸ （０９８）９６３—８９３２

　　　　　　　　　　E-mail: kouhou@okiyaku.or.jp

　　　　　　　　  ＊大会プログラム及び大会参加申込書は、 後日お知らせ致します。

平成27年　　月　　日

第29回沖縄県薬剤師会学術大会　演題申込書

　　　発表施設名 or 地区・支部委員会名・部会

　　　演　題

　　　所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　　　　発表者 （フリガナ） 

　　 （連名のとき演者に○印を）

　所要器具 （必要なものに○印を）

　　　１．Power Point （パソコンプロジェクターは１台用意）

　　　２．その他

※講演要旨作成要領は裏面に記載されています。



－ 16－

おきなわ薬剤師会報　平成27年５･ ６月号

講 演 要 旨 作 成 要 領

沖縄県薬剤師会学術大会実行委員会

１．原稿をそのままオフセット印刷にかけて学術大会要旨集を作成しますので、 次の要領で原稿を作成し

　て下さい。 

２．講演要旨はＡ４版用紙を使用し、 ワードで作成して下さい。（Ａ４用紙１枚にまとめて下さい。）

３．演題、 所属、 氏名は下記の 「作成見本」 を参照して下さい。 

４． 演題、 所属、 発表者氏名の欄は写植印刷致します。 最上部の行から記入して下さい。 演者の氏名には、 

　先頭に○印を付けて下さい。 

５． 作成見本

演題

所属　○演者氏名　共同研究者名

本文

 ［目的］ 

 ［方法］ 

 ［結果］ 

 ［まとめ］ 等

用紙の上下左右は１．５cm程度空けること

＆＆＆＆＆＆＆＆＆

#####　○######　####

####

［x］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

［y］・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

［z］ ・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

}

}
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カンダバー：サツマイモ葉

　学　　名　Ipomea batatas L.
　科　　名　ヒルガオ科

　属　　名　サツマイモ属

　使用部位　塊根・葉・茎

　有効成分　ビタミンＡ・Ｃ・Ｂ・食物繊維

　　　　　　  ルテイン・ベタイン・クロロゲン酸

サツマイモの特徴

　ヒルガオ科のツル性多年草。土に挿してお

くだけで繁殖し、７月〜１２月が収穫時期。

葉はハート形、若葉を摘んで汁の具、煮物、

軽く茹でて和え物に用いる。花はピンク色で

アサガオに似るが、鈍感な短日性であるため

本州などの温帯地域では開花しにくく、品種

や栽培条件によってまれに開花する程度であ

る。また、花の数が少なく受粉しにくい上に、

受粉後の寒さで枯れてしまう事が多い為、品

種改良では種子を効率よく採るためにアサガ

オなど数種類の近縁植物に接木して、台木か

ら送られる養分や植物ホルモン等の働きに

よって開花を促進する技術が使われる。若い

葉と茎を利用する専用の品種もあり、主食や

野菜として食用にされる。機能性食品素材と

してだけでなく、世界的食料不足、資源の枯

渇、環境問題を解決できる作物として重要に

なっている。

サツマイモの歴史

　１９５５年に西山市三がメキシコで祖先に

当たる野生種を見つけ、イポメア・トリフィー

ダと名付けた。後に他の学者達によって中南

米が原産地とされた。大航海時代にスペイン

人或いはポルトガル人により東南アジアに導

入され、ルソン島から中国を経て、１５９７

年に宮古島へ伝わった。１６０５年野国総官

が中国から琉球王国に持ち帰り、その後、種

子島に苗を送り、鹿児島から九州地方に伝

わった。中国(唐)から伝来した由来により、

特に九州では唐芋とも呼ばれる。青木昆陽が

栽培を普及させ江戸の飢饉を救ったと評され

る。約４００年前中国の李時珍は「本草綱目」

で，「海辺に住む人々で五穀を食べずに，さ

つまいもを主食とする人々は長寿である」と

述べている。

カンダバー：サツマイモ葉の有効成分

　カンダバーにはビタミンＡ・Ｃ・Ｂ１・Ｂ２・

カリウム・食物繊維・ベタインが豊富に含ま

れ、葉身部には、ほうれん草の３倍以上のル

テイン含量がある。他に、尿を酸性に保つキ

ナ酸と、活性酸素を消去する作用のあるクロ

ロゲン酸の存在が報告され，薬としての利用

の可能性もでている。めずらしい化合物２-

Ｃ-メチル-Ｄ-エリスリトールも検出された。

病原性大腸菌Ｏ- １５７など食中毒細菌の増

殖を抑制する活性成分を有し、これはカンダ

バーのヌルヌル成分、ペクチン様多糖類では

ないかと推察されている。魚や肉等のコゲか

ら生成される発がん物質(Ｔｒｐ-Ｐ- １)が

サツマイモ繊維により９０％近く吸着される

ことがＩｎ ｖｉｔｒｏで明らかになっている。
参考　Ｗikipedia、沖縄伝統的農産物データベース、

　　　九州沖縄農業研究センター、野菜の栄養素・人間の栄養

　

女性薬剤師部会　狩俣 イソ 　　　　　

第20回

栄養成分（可食部100ｇ当たり）2005年　財団法人日本食品分析センター分析試験結果

エネルギー 蛋白質 脂質 不溶性食物繊維 水溶性食物繊維 カルシウム 鉄

27ｋｃｌ 2.2ｇ 0.5ｇ 3.0ｍｇ 0.5ｇ 103ｍｇ 0.7ｍｇ

ビタミンＢ１ ビタミンＢ2 ビタミンＢ6 ビタミンＫ ビタミンＣ カロテン レチノール当量

0.08ｍｇ 0.18ｍｇ 0.13ｍｇ 454.5ｍｇ 8ｍｇ 3179μｇ 530μｇ
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カンダバー：サツマイモ葉の抗糖尿病作用　

　ラット膵β細胞(ＲＩＮ- ５Ｆ)に対しイン

スリン分泌促進作用を示した。インスリン分

泌障害を起こさせたラットに、カンダバー若

葉末（１％、３％）を２１日間混餌投与した

ところ、用量依存的にインスリン濃度が上昇

した。また７週齢のＳＤラットにストレプト

ゾトシン３０ｍｇ/ｋｇを尾に静脈投与して

Ⅰ型糖尿病モデルラットを作成し、カンダ

バー若葉末( ０.１ｇ／ｋｇ, １.０ｇ/ｋｇ)を

７日間強制経口投与して計時的に血糖値を測

定した。その結果、カンダバー若葉末投与群

において、用量依存的に血糖値が低下した。

血糖値改善効果はヒトでも有効であった。糖

尿病合併症に関与するポリオール合成経路の

酵素アルドースレタクターゼに対する阻害効

果をカンダバー若葉末に含まれる成分で検討

したところポリフェノール類は優れた阻害活

性を示した。

[ベタインの作用]

　ベタインは、グリシン

（アミノ酸）に３つのメチ

ル基がついた構造式をも

ち、トリメチルグリシンｏｒ

ベタイングリシンと呼ぶ。

吸湿性が高く、水を含まな

い粉末を無水ベタインと呼ぶこともある。海

産物や植物の甘みとうま味に関係する天然物

質で、日本では添加物(調味)や、保湿剤とし

て使用される。

　生体内ではコリンから代謝されて作られ、

動脈硬化の危険因子ホモシステインの代謝に

関係することから、循環器の健康をサポート

する成分として、また遺伝的にホモシステイ

ンの代謝がうまくできない 「ホモシステイン

尿症」 患者に対して、医薬品として用いられ

ている。

肝機能を高める効果：ベタインには肝臓へ脂

肪が沈着するのを防ぎ、脂肪の排出を促進す

る作用がある。さらに、脂肪肝の肝臓に対し

て解毒作用のあるグルタチオンの産生を維持

し、酸化ストレスを除去する働きがあり、肝

硬変や肝炎、肝ガンへの進行を抑制する効果

が期待できる。

動脈硬化・糖尿病を予防する効果：ベタイン

はホモシステインがメチオニンへと代謝され

る際に必要な物質で、ホモシステイン濃度を

低く抑える働きが期待できる。また、糖が小

腸から吸収されるのを防ぎ血糖値の急激な上

昇の抑制や、コレステロール値の上昇の抑制

作用がある。

胃の健康を保つ効果：ベタインが塩酸と結合

した塩酸ベタインには、胃液の酸度を調節する

働きがあり、食物の胃での消化をサポートする。

吸湿性・保湿性：ベタインは陽イオンと陰イ

オンを持つ天然の両性界面活性剤で、吸湿性

と保湿性が高く、浸透性に優れ、刺激も少な

く、帯電を防止する効果もあることから、化

粧品、ヘアケア化粧品にも用いられる。

[ルテインの作用]

　ルテインは、ヒトの体では目の水晶体や黄

斑部に存在している。近年の研究では、抗酸

化タンパク質が欠如することで、加齢黄斑変

性やドライアイが惹き起こされることが解っ

ている。ルテインは網膜で発生する活性酸素

を取り除いて眼病を予防する働きや、目の網

膜に到達するブルーライトを吸収して、目の

ダメージ軽減の働きがある。慶應義塾大学医

学部眼科学教室　坪田一男教授・小澤洋子講

師ら研究において『ルテインが神経細胞にお

いて抗酸化タンパク質を誘導する』ことが解

明された。神経細胞にルテインを添加するこ

とで、ルテインを添加していない細胞に比べ、

酸化を防ぐ働きを司る遺伝子及びタンパク質

の量が増えて、細胞内の活性酸素量が低下し

た。これまでルテインが効果を発揮するとさ

れていなかった種類の活性酸素に対しても防

御効果を持つことも明らかになった。

[ ３, ４, ５-トリカフェオイルキナ酸の作用]

　キナ酸に結合するカフェオイル基が多いほ

ど活性が増える傾向がある。

抗エイズ作用：Ｉｎ ｖｉｔｒｏで、３,４,５-トリカ

フェオイルキナ酸はエイズウイルスの免疫細

胞への進入及び細胞内に進入したウイルスの増

殖を抑制することにより、抗エイズ作用を示す。

抗ガン作用：強い抗変異原性（開始イニシ

エーションの抑制）や、アポトーシス誘

導（細胞の自殺死）により、胃ガン細胞

（Ｋａｔｏ-III）、大腸ガン細胞（ＤＬＤ-１）、

ヒト前骨髄性白血病細胞（ＨＬ- ６０）に対

し、増殖抑制作用を示す。
参考：わかさの秘密・サプマートＵＳＡ

　　　わかさ生活研究所・九州沖縄農業研究所
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　「北海道出身です。」

　話の流れで出身を聞かれてこう答えると、

次に言われる言葉は予測がつく。

　「へぇ〜、北の端から南の端へ。またどうして？」

　「ほら、きた。」と思いながら、「北海道か

ら北に行こうとするとパスポートが必要に

なっちゃうので、南しか選択肢がなかったん

です。」と答えることにしている。

　実際には、北海道でダイビングを覚えて、

沖縄にダイビング旅行に来て、沖縄でのダイ

ビング三昧の生活に憧れて･･･と、よくある

パターンで沖縄に移り住んだ。当初は２〜３

年潜りまくって北海道に帰るつもりだったの

が、気が付くと１５年も経っていた。

　沖縄に来てからは、憧れていたダイビング

三昧の生活をすることができ、本島周辺はも

ちろん、慶良間、伊江、宮古、石垣、伊是名、

多良間、与那国、久米、粟国、渡名喜等々を

潜りまくった。今では潜りに行っていない離

島はほんの数か所だけになっている。沖縄に

潜りに来る全国各地のダイバーとも知り合い

になり、各地の祭りやイベントを案内しても

らったり、ツアーを組んで海外に潜りに行っ

たりと、活動の場がどんどん広がっている。

　潜ったことのない人とダイビングの話にな

ると、「今まで潜った中で、どこが一番よかっ

た？」とかなりの確率で聞かれる。ダイビン

グは自然相手、生き物相手のレジャーなので、

同じ場所、同じ時間帯に潜ったとしても、同

じ相手に出くわすことはほとんどない。（「平

成２６年誌上ギャラリー大賞」をいただいた

アオウミガメは数少ない例外です。）なので、

「○年前の○月に潜った○○と、△年前の△

月の△△が･･･」と具体的すぎる答えになっ

てしまい、相手を困らせてしまうこともある。

　沖縄で潜り始めてから大好きになった海の

生物に「ウミウシ」がいる。ウミウシは、貝

殻が退化したり全く無くなった巻貝の仲間

で、自然界では考えられないほど色鮮やかな

種が多く、私を楽しませてくれる。動きもさ

ほど早くはないので、写真を撮るのにも適し

ている。ただ不思議なことに、ウミウシは色

鮮やかで、海中でも目立っていて、誰にでも

簡単に見つけられてしまうのに、魚はウミウ

シを食べようとはせず、一度口にしても吐き

出してしまう。そんな話を友人の薬剤師ダイ

バーとしていたら、「学生時代、よくウミウ

シをスライスして薬にならないか研究してい

たよ。」と言われた。確かに私も薬剤師。「ウ

ミウシは魚が嫌う何か物質を持っている」「そ

の物質が何かの薬になるかもしれない」と考

えたことがないわけではない。でも、「スラ

イス」はちょっと･･･。　

　今年も潜るにはいい季節がやってきた。道

産子ダイバーといえども、やはり寒いより暑

い時に潜る方が気持ちがいい。太陽が照りつ

けると、その分海の中が明るくなり、魚たち

がよく見え、テンションは上がり、私は日焼

けを楽しむ。「焼きすぎだよ」とよく言われ

るが、これも道産子ダイバーだからなのか、

冬の間にすっかり色落ちしてしまう。おかげ

さまでＧＷに「小麦色の肌」を取り戻すこと

ができた。紫外線を怖がっていては、ダイビ

ングは楽しめない。

道産子ダイバー
　　　　　　　

次号には、玉城 純 先生がバトンを受けて下さいました。ご期待下さい！

ムラサキウミコチョウアカテンイロウミウシ キスジカンテンウミウシ

（株）琉薬　吉冨 弓江



－ 33－

おきなわ薬剤師会報　平成27年５･ ６月号

第38回 沖縄県小児糖尿病サマーキャンプ
「ハッピーサマークラブ」

薬剤師ボランティアとして参加してみませんか？

琉球大学医学部附属病院 薬剤部 

砂川 智子

　みなさんは、小児糖尿病サマーキャンプを

ご存じでしょうか？その歴史は古く、世界で

初めてのキャンプは１９２５年にアメリカの

デトロイトで、日本で最初のサマーキャンプ

は１９６３年に千葉県勝山海岸で開催されま

した。沖縄県でも今年で３８回目を迎えます。

　小児１型糖尿病（１５歳未満）の国内の発

病率は、毎年１０万人あたり１．５人〜２人

といわれ、この低さが社会の小児糖尿病への

理解を遅らせているかもしれません。患児た

ちは、病院入院中を除けば、家庭や学校など

では様々な困難に遭遇していると思われま

す。そんな中でのサマーキャンプは、子供自

身の糖尿病自己管理や自立心を育てる援助の

場となる重要な役割を果たしています。

　嬉しいことに、沖縄県立宮古病院副薬局長

である垣花真紀子先生を中心とした、沖縄県

内の薬剤師のこれまでのキャンプへのかかわ

りが高く評価されました。昨年度、福岡県で

開催されました薬剤師を中心とした全国学会

【日本くすりと糖尿病学会】において、垣花

先生がシンポジウム「サマーキャンプにおけ

る薬剤師の役割」の中でこれまでの活動内容

を報告しています。主な活動内容としては、

子供に合わせたデバイスの紹介、保護者間

の橋渡しなどコーディネーター的な役割と、

患児たちととにかく楽しく遊ぶというもの

でした。

　今年もキャンプは下記の日程で開催され

ます。全ての日程に参加できなくてもＯＫ

です。とりあえず見学だけ・・・仕事帰り

の夜だけ・・・など、無理のない方法で参

加してみませんか？！清潔操作をしない！

ＣＳＩＩを着けたまま海に飛び込む！！など

など、病院や薬局では味わえない子供の日常

に触れ合えることがサマーキャンプへ参加す

る最大の魅力だと私自身は感じています。ま

た、薬剤師の輪が広がり、他職種と交流もで

きます。興味を持たれた方はぜひ連絡をくだ

さい。お待ちしています（＾＾）／

投稿

第38回 沖縄県小児糖尿病サマーキャンプ「ハッピーサマークラブ」

期日：平成２７年７月２９日（水）〜８月１日（土）３泊４日

場所：沖縄県玉城青少年自然の家

＜問い合わせ先＞

沖縄県小児糖尿病サマーキャンプ薬剤師チーム事務局

（琉球大学医学部附属病院内）

外間　登・砂川 智子　　ＴＥＬ ０９８—８９５—３３３１
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　幼なじみの父親が他界したので、幼なじみ

達で葬儀の手伝いに集まった。その座談の中

で、「俺が、タバコをやめきれるなんて考え

られないだろ」と彼は、タバコを手にする幼

なじみに言った。そして、そばにいる私の顔

をちらっとみて軽く笑った。

　約二年前、我が家に幼なじみの仲間が集

まった際、彼は家に入るなり第一声、「お客

さんが来たら灰皿を準備するのが常識だろ」

と言っていた。集まった中で、私ともう一人

を除いた５人がみな喫煙者だったので無理も

ない話だったかもしれない。そんな中、今

年になって彼だけが卒煙した。「会議中、と

てもイライラしていた。どうしてこんなにイ

ライラしているかと考えたら、タバコを吸っ

ていない時間が長くなっていた・・・依存な

んて・・自分でも驚いたよ」とニコチン依存

症を自分で初めて意識したことを話してくれ

た。それから、パッとタバコを止め、人に誘

惑されても吸う気にならない、それがもう

１ヶ月になっているとのことだった。ただ、

「ここ１ヶ月の間に、酒の場が無かったから

大丈夫だったのかな・・、でももう吸う気に

なっていないから大丈夫」と、意地悪くタバ

コを見せつける幼なじみのタバコに未練も

見せずに堂々としていた。幼なじみの喫煙者

はバツが悪そうに胸のポケットにタバコを納

めた。その晩、集まった幼なじみと共に酒を

交えた席で、彼はタバコを全く吸わなかった。

横では、気にも留めずタバコを吸う幼なじみ

達がいるのに。

　彼のように、パッと卒煙できる人がい

る。この卒煙物語でも度々登場する、世界で

ベストセラーになったアレン・カーの「禁煙

セラピー」は、「タバコの罠を理解すること

で禁煙できる」と書いている。まさに彼は、

罠に気付き、実践できたのだ。

　喫煙者の幼なじみ達に良い影響があれば良

いのだがと思う私の願いに反して、幼なじみ

達は相変わらずタバコに火をつけてプカプカ

している。「タバコが悪いのであって、喫煙

者は悪い人ではない」というセリフを医療者

はよく口にする。気心知れた幼なじみ達に、

薬剤師らしく薬の必要があればバレニクリン

の話を持ち出そうと構えていたが、バレニク

リンよりもバイアグラの話題をしたがる彼

ら。元気なんだかどうなんだか。共に５０才

を過ぎ、体に変調の警告が出ている仲間もい

る御年頃。伝われ卒煙の波。

卒煙物語

その52 時代はどんどん進んでいます。 

どうしてこんな時代になったのか、 

それなりの理由があります。 

「卒煙」を知らないではすみません。 

さぁ、 一緒に取り組みましょう！

気心知れた仲間

文：卒煙へようこそ担当

えんこ

卒煙者の経験談を募集しています。 皆様の声が大きな励みとなることでしょう。

  下記までお寄せ下さい。

e-mail　k o u h o u @ o k i y a k u . o r . j p
〒901-1105　沖縄県島尻郡南風原町字新川2 1 8－1 0

ＴＥＬ 0 9 8－9 6 3－8 9 3 0 　ＦＡＸ 0 9 8－9 6 3－8932

薬事情報センター内　卒煙へようこそ担当　えんこ 行き
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　今年のゴールデンウィークはカレンダー並

びにも恵まれ、長期休暇を利用して国内外へ

と旅行などに出かける家族連れや若者で、新

幹線ホームや空港ターミナルは大変な混み合

いとなっていました。通常国会も休会状態と

なっていましたが、休み明けの１０日から再

開し、外交・安全保障など重要案件の審議が

進められています。

　さて、大学での薬学教育の修業年限が６年

に延長となってから、今年度の入学生でちょ

うど１０期目となりました。また今年で４回

目となる６年制教育を受けた薬学生の薬剤師

国家試験（第１００回）は、３月２７日に合

格発表が行われました。合格率は過去最低を

記録した昨年度よりはやや上回ったものの、

全体で６３．１７％と２年連続で７０％を下

回る低い水準となりました。合格率の是非を

とやかくするつもりはありませんが、不適正

問題とした３問に加え、１１の設問が「受験

者の正答率及び識別指数（問題が成績の良い

受験者と悪い受験者とを効率的に識別しうる

能力を表す数値）等を考慮して、全員を正解

として採点する。」とされています。このよ

うな試験問題の難易の補正は、最近の薬剤師

国家試験では余り例のないことのように思

います。

　こうした現状に対して、国家試験問題の難

易度が上がったのではとの声も一部には聞か

れますが、薬科大学や薬学部が新設されて定

員数が増加し、結果的に薬学生の質が低下し

ているとの指摘もあります。現に、２００３

年に国公立１７校、私立２９校であった薬学

部は、私立大学の新設が相次ぎ私立だけでも

５６校を数えるまでになり、国公私立を合わ

せた入学定員は１２０００人余りとなって、

定員割れを来す大学も現れるような事態と

なっています。

　文部科学省の「薬学系人材の養成の在り方

に関する検討会」では、質の高い卒業生を輩

出するためには一定以上の学力を有する入学

者の確保が一つの要因であるとの考えのも

と、検討会の下にフォローアップワーキング・

グループを設けて薬科大学・薬学部を対象に

書面調査、ヒヤリング調査を行い、本年２月

の検討会において、平成２６年度のフォロー

アップ状況が報告されています。報告書で

は、一般的に入学試験の実質競争率の高い大

学は、卒業率・国家試験合格率は高い傾向に

あるとして、入学試験における教科・科目の

設定や適正な入学定員の設定などの見直しも

必要としています。また「国家試験を目指し

て無事卒業させることに汲々として理念と乖

離した教育を行うのではなく、どのような薬

剤師、薬学卒業生を育成しようとしているか

について、一貫したポリシーを持ち、将来の

社会ニーズを見極めながら全体戦略を考えて

いくことが必要である。」と結んでいます。

　６年制教育導入の目指すところは、医療人

としての高い資質をもち、チーム医療の現場

で医師、看護師などと協力しあうことができ、

地域医療において薬の安全・適正使用に責任

をもって対処できる薬剤師を養成することで

す。一昨年には薬学教員モデル・コアカリキュ

ラムも改訂されました。これからも医療人と

して真に社会の力となる薬剤師の育成に務め

ていきたいと思います。

国会レポート
薬剤師の育成と薬学教育

文部科学副大臣・参議院議員　藤井 基之 　　　　　

藤井もとゆきホームページ　http:/ /mfuji i .gr. jp/
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議題

⑴　委員会、部会の編成について

　新垣理事より、事前に送付した当議題に対して次のとおり意見が述べられた。１１月３０日

に東京にて開催された「薬剤師の臨床判断と一般用医薬品適正使用研修会」は、４年目に入る。

内容は「症候学」に関してとなっている。「症候学」は平成２７年度から大学のコアカリキュ

ラムに入ってきており、スイッチＯＴＣ対象医薬品を販売するための基礎作りとなる。そのた

め、既卒の薬剤師もしっかり身につけていかなくてはならない。それ以外にも法的な周知事項

も多くあり、一般用医薬品販売に関することを、地域保健医療委員会の中でひとくくりにする

のは、どうかと思われる。

　吉田副会長より、次のとおり説明された。委員会を精査する中で、このような編成になった。

細かく各事業内容を精査したわけではない。新たに編成された委員会において各事業内容を

しっかり考えていけばよい。

　田場専務理事より、次のとおり説明された。保険薬局部会については、各種研修会を行って

いるが、他の委員会の研修内容と重複することも多く、集約の意味で廃止案を提出した。今後、

学術研修委員会で研修会等の精査をお願いしたい。これまでの保健福祉委員会は、厚労省や日

薬の方向性が保健福祉分野に集中していることから在宅に特化した在宅委員会と地域保健分

野および一般用医薬品販売に関することも含めた地域保健医療委員会に分割した。

　下地理事より、次のとおり意見が述べられた。お薬相談やなごみ会活動等は地域貢献の繋が

りであり、また自殺対策や禁煙支援は保健所との連携による事業であることで、地域保健医療

委員会に含まれることは理解できるが、一般用医薬品販売については要指導医薬品に関するこ

とや症候学など、これからスキルアップしていかなければならない。また、これらのことは医

薬品販売業務に関係してくると思うため、医療安全対策分野とも考えられるのではないか。

　我喜屋理事より、次のとおり意見が述べられた。当初、この編成を考えるときに日薬とリン

クするようにとのことであったが、日薬のどの部分とリンクしているのか。

　吉田副会長より、次のとおり説明された。日薬及び他県を参考に検討した。完全にリンクさ

せることにはならなかった。

　我喜屋理事より、次のとおり意見が述べられた。禁煙は、地域保健や学校薬剤師関連や禁煙

外来が入るため、この委員会だけというのはどうかと思う。

平成26年度  第10回定例理事会 議事概要

日時：平成27年 1 月17日（土）19:00〜21:30

会場：沖縄県薬剤師会館 研修室 　　　　　

＜出席者＞

　会　　　長：神村武之

　副　会　長：松山朝雄、吉田洋史　

　理　　　事：田場英治、江夏京子、亀谷浩昌、山里勇、前濱朋子、下地仁、幸地良信、

　　　　　　　姫野耕一、新垣秀幸、川上善久、村田美智子、我喜屋美香、笠原大吾

　事　務　局：山城英人、金城みどり

＜欠席者＞

　理　　　事：外間惟夫、玉城純、宮城敦子、石川恵市
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　吉田副会長より、次のとおり説明された。そうすると各事業はすべての委員会に属させるこ

とになる。いずれかに集約させないといけない。

　いろいろな検討した結果、地域保健委員会となった。

　山里常務理事より、次のとおり意見が述べられた。地域をとって薬局保健委員会とするのは

どうか。

　吉田副会長より、次のとおり説明された。名称は幹事会でも議論したが、要するに一般用医

薬品販売に関することは、どこの委員会に属させるのか、これまでどおり単独とするのかいう

ことで考えていただきたい。

　我喜屋理事より、次のとおり意見が述べられた。平成２７年度からの大学のコアカリキュラ

ムでも在宅と一般用医薬品については重点課題として入ってきており、重要な分野であるた

め、特化すべきである。

　神村会長より、次のとおり述べられた。保険薬局部会も廃止案が出ているが、保険薬局およ

びＯＴＣ薬局が具体的に活動できるように検討していただきたい。また、委員会の名称につい

ても薬局という名前を残す必要があるのではないか。

　川上理事より、次のとおり述べられた。保険薬局部会の廃止については、これまでに当部会

に関わってきた諸先輩方が保険薬局勤務の会員に勉強して頂くために活動されてきた。しか

し、最近では参加者も少なくなり、継続が難しい状況となってきたため、このような形で検討

してもらった。ただ、会長が述べられたとおり、薬局という名称もどこかで残し、研修会、勉

強会を対外的にできるようにして頂きたい。これまでの開局委員会、保険薬局部会を併せて薬

局委員会としてはどうだろうか。

　神村会長より、次のとおり述べられた。今の意見に賛成である。薬局という言葉を残して活

動することに意味がある。

　この議題の件については、次回の理事会での継続検討事項となった。

⑵　沖縄市重度心身障がい者（児）医療費助成事業自動償還方式の検討について

　田場専務理事より、次のとおり説明し、提案された。１２月１８日に沖縄市障がい福祉課よ

り、沖縄市重度心身障がい者（児）への医療費助成事業自動償還方式への協力依頼があった。

現在、各市町村が順次取り組んでいるこども医療費自動償還については県が中心となっている

が、この件について県の準備が出来ておらず、沖縄市独自の実施を考えているとのこと。内容

としては、①自動償還移行への承認について、②薬局における事務手数料についてとなってい

る。事務手数料については、県医師会、県歯科医師会の意見も参考にすることで、承認された。

⑶　試験検査センターの機器購入について

　田場専務理事より、次のとおり説明があり、提案された。試験検査センターより、昭和６２

年１２月に購入した紫外可視分光光度計（ＵＶ−１６０）は耐用年数が過ぎ、日薬や厚生労働

省の精度管理試験で求められる分析精度に対応出来ていない。メーカーの補修部品もなく、故

障した際は修理不可能な状態である。当機器は試験検査センターとしての登録指定に必要な機

器となっている。試験検査センター運営委員会においても現状況を鑑みて機器の入替購入が必

要との意見が出た。よって資料のとおり機器の購入についてご提案したい。

　この件について承認された。

⑷　地域ケア会議の視察等について

　笠原理事より、次のとおり提案された。沖縄県子ども生活福祉部高齢者福祉介護課より、平

成２７年度から地域包括ケアシステムの構築に基づく地域ケア会議モデル事業の実施を予定
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している。その中、先進的な活動をしている大分県への視察を行う。参加は希望者のみとなっ

ているが、薬剤師の関わりについて視察させていただきたい。

　神村会長より、次のとおり述べられた。この視察は、沖縄県においての高齢化社会に対応した

地域包括ケアシステムとして、必要経費は、会営薬局の公益事業支出として検討していただきたい。

　この件について承認された。

⑸　平成２６年度沖縄県交通遺児育成会への募金について

　神村会長より、次のとおり説明があり、提案された。今から２０年程前に、県医師会におい

て会員が撮った写真を募って写真展を催し、その売上を交通遺児育成会に寄付していたことが

始まりで、そこに薬剤師会にも誘いがあり、後に県歯科医師会、看護協会が参加し現在のスタ

イルになった。寄付金は、例年通り５万円とすることが提案された。

　この件について承認された。

⑹　その他

　神村会長より、次のとおり述べられた。理事会の議題ではないが、今度、ご存じのように米

軍施設「西普天間住宅地区」返還跡地に新薬の研究開発拠点「沖縄メディカル・イノベーション・

センター」（ＯＭＩＣ）の創設が検討され進められている。日米の大学が連携して創薬の研究

者養成、新薬の開発製薬会社の拠点を置き、医療人の人材育成に繋げたいとの構想があり、更

にガン治療重粒子線施設を設置し、医療産業拠点とする基本構想を策定し、琉球大学医学部並

びに附属病院の移転が企画されている。それを機に琉球大学に薬学部の創設を要望し、沖縄を

中心とした日米、アジアを含め海外でも活動できる医療の担い手として質の高い薬剤師を養成

していきたい。学生定員は１学年６０〜７０名程度とし、国立大学としての質を高めるには適

当な定員と思われる。また、地元の発展の為にも１０〜１５名程度の地域入学定員枠が必要で

ある。この計画の責任者は参議院議員の島尻あい子氏であることから、近日中に相談のため面

会を申し入れたいと考えている。また、その他の国会議員にも相談していきたい。一方、以前

にもお話したが、ある人物が、うるま市に医療福祉大学を開学しそこに薬学部を創設したいとの

構想があり、当会にも来訪があったが、考えがあまりにも浅かったことで、反対の意を申し上げた。

　松山副会長より、次のとおり述べられた。是非、会長の人脈を通して取り組んでほしい。

　村田理事より、次のとおり述べられた。地元枠の設置理由として、沖縄は離島が多いことで

離島に派遣する薬剤師の為に地元枠を設置する必要性を唱えてほしい。

報告（会）

⑴　会営薬局の調剤保険料等（１２月分）及び病院別院外処方せん発行状況

⑵　健康とおくすり相談会        12月14日（日）具志川改善センター（久米島）

　笠原理事より、次のとおり報告された。久米島の産業まつり健康プロジェクトにおいて、久

米島病院の看護師と連携して久米島在の会員と共にお薬相談会に参加した。プロジェクトの内

容として、①島民に生活習慣病について関心を持ってもらう。②血糖値、血圧等の基準値を超

えた方に健康相談、保健指導を行い、早期受診を促す。③食生活の重要性を認識してもらう。

これらを念頭におくすり相談会に取り組んだ。

⑶　ＪＰＡＬＳ研修会        12月14日（日）・1月15日（木）県薬

　亀谷常務理事より、次のとおり報告された。ＪＰＡＬＳのレベル５の暫定の期限が今年の３

月末に迫っている中で、報告の本数が足りていない人が多いとのことによりＪＰＡＬＳ研修

会を企画した。現在までに２回開催した。１回目は１名、２回目は１６名程の参加があった。
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レポート提出について実際にはそんなに難しいことではないと理解して頂いた。講師料は辞退

しており、希望者がいれば参加者の多少に関わらず対応していきたい。

⑷　平成２６年度第２回医薬品事故・過誤対策委員会    12月15日（月）県薬

　亀谷常務理事より、次のとおり報告された。平成２７年２月１日（日）に医療安全講習会を

開催する。九州大学の鮎沢純子先生をお招きして「ヒヤリハットの活用〜事例を踏まえて〜」

（仮題）について講演をお願いする。他に当委員会でまとめた「薬局・薬剤師のための調剤行

為に起因する問題・事態が発生した際の対応マニュアル」を紹介する。

　第７６回九州山口薬学大会での医療安全対策連絡協議会より、事前アンケートがあり、当県

内で起きた医療事故で、当委員会では当然に保険の対象と思われたことが対象外と判定された

事例を提出した。福岡県薬剤師会の田尻氏も、その事例は保険の対象となるべきとの見解で、

直接、損保ジャパンと交渉を続けて頂いている。また、日薬の顧問弁護士の赤羽氏も同様な見

解とのことである。

⑸　学校薬剤師制度創設６０周年記念文部科学大臣表彰伝達表彰式

12月15日（月）宮城薬局・いは薬局／ 12月16日（火）宮盛薬局

　前濱常務理事より、次のとおり報告された。１１月６日の全国学校薬剤師大会で表彰式が

あった。平日だったため、受賞した與那嶺朝子先生、莇初子先生。伊佐常隆先生は出席できな

かったため、後日に直接薬局を訪問し、伝達表彰状授与を行ってきた。

⑹　学薬役員会              1月12日（月）県薬

　前濱常務理事より、次のとおり報告された。この時期の役員会は、各市町村の担当者変更、

申請変更、新任薬剤師の配置がメインとなる。また、学薬のホームページが平成２２年からあ

まり更新されていなかった。若い薬剤師が増えてきたので、ホームページを充実させていきたい。

⑺　半期監事監査              12月16日（火）県薬

　山里常務理事より、次のとおり報告された。神村会長と共に監事の大城桂子先生、伊敷幸太

郎先生に同席いただき、朝１０時から夕方５時まで前期４月〜９月までの収支状況等を確認し

てもらい無事終了した。収支状況は、全会計合算で収益を出しており良好である。

⑻　試験検査センター運営協議会          12月16日（火）県薬

　田場専務理事より、次のとおり報告された。平成２６年度の計画的試験について、プレドニ

ゾロン錠の溶出試験、カフェイン含有製剤の定量試験及び漢方薬の細菌検査について、また今

議題に上がっている分析機器の購入について協議された。

⑼　沖縄市役所障がい福祉課より来訪         12月18日（木）県薬

⑽　第４８回沖縄県母子保健大会           1月15日（木）てだこホール

⑾　沖縄県新型インフルエンザ等対策連絡訓練       1月23日（金）県薬

　田場専務理事より、次のとおり報告された。平成２７年１月２３日に新型インフルエンザ等

対策連絡訓練があった。国内において新型インフルエンザの感染症例の報告が増加しているこ

とを想定して、政府が対策本部を立ち上げた旨、また続けて沖縄県が対策本部を立ち上げた旨

が指定地方公共機関宛に電子メールにて報告されるという訓練であった。今後はその報告を受け

て、各指定地方公共機関においても事業継続計画に沿って対応するなど準備する必要がある。

⑿　救急・夜間・休日等における管理薬剤師兼務許可願いについての回答

　田場専務より、次のとおり報告された。標記の件について南部保健所に２、３回相談に出向

いているが、誠意のある対応をいただけていない。そのことを受けて理由を文書で求めたとこ

ろ、法的根拠のみの回答であった。
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　神村会長より、この回答では、兼務の可否について検討する意思もないと解釈できる。行政

として全国的な薬剤師不足という、現場の状況を把握しているのか疑問である。他府県では兼

務を可とする事例がある。

　我喜屋理事より、次のとおり述べられた。会営薬局医療センター前は、兼務可とされていま

すが、これは保健所あるいは、県が許可したのか。

　神村会長より、次のとおり述べられた。救急であることで県に暗黙の了解を頂いた。この件

については、積極的に求めていく。

⒀　第７１回臨時総会について

　田場専務理事より、次のとおり報告された。平成２７年度事業計画案の提出期限は、１月

１３日となっている。まだの委員会、部会は今月中の提出をお願いする。

⒁　電気保安１年点検      　　 12月17日（水）県薬

⒂　社会保険診療報酬支払基金審査委員会

12月18･19･22･26日（木･金･月･金） 社会保険診療報酬支払基金沖縄支部

⒃　組織編成検討会議      　　 12月19日（金）･1月8日（木）県薬

⒄　在宅委員会（電子お薬手帳について）  　　 1月5日（月）県薬

　吉田副会長より、次のとおり報告された。県医師会と進めている津梁ネットワークの在宅医

療連携システム構築に係わる委員会の前段として交流も兼ねて開催した。システムにどのよう

にお薬情報を取り込むか等を話し合った。

⒅　国際通訳ボランティアステップアップ講座　1月17日（土）沖縄県国際交流・人材育成財団

　吉田副会長より、次のとおり報告された。沖縄県国際交流・人材育成財団から当会へ講師派

遣依頼があった。依頼内容は、沖縄県在住の外国人へのボランティア通訳者に対して、薬局の

しくみ、医薬分業、保険制度また、薬局でよく使われる英単語等について講義していただきた

いとのこと。講義時間は９０分で受講生は１６名であった。県薬のホームページにある外国人向

けの指さし対応マニュアルを紹介したところ喜んでいただいた。次年度もお願いしたいとのこと。

⒆　社会医療法人友愛会忘年会    　　 12月20日（土）ロワジールホテル那覇

⒇　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会・新年会

            　　 1月7日（水）サザンプラザ海邦　＜資料配布＞

�　沖縄県歯科医師会新年会叙勲・大臣表彰等受賞合同祝賀会  1月8日（木）ザ・ナハテラス

�　沖縄県小児保健協会新年会    　1月9日（金）ホテル日航那覇グランドキャッスル

�　平成２６年度叙勲表彰等受賞祝賀会・新年会（看護協会） 

              1月10日（土）ホテル日航那覇グランドキャッスル

�　平成２７年沖縄県医師会新年祝賀会並びに医事功労者表彰式

        　1月10日（土）ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー

�　平成２６年度第４回都道府県会長協議会・新年賀詞交歓会  1月14日（水）日薬

　神村会長より、⒆〜�までの項目について次のとおり、まとめて報告された。例年１月は、

多くの各団体や政治家の新年会等がある。今回、県小児保健協会の新年会に初めて、県薬剤師

会、県医師会、県歯科医師会、県看護協会の４師会が招待された。今後医療ゾーン内の各団体

の連携を深める上で有意義な時間であった。

　都道府県会長協議会では、主に日薬会館についての協議となった。９０坪の土地を購入した

後、隣の１００坪の購入交渉が決裂し、借用の代替案については否決され、ぜんぜん進展がな

いことに多くの批判が集中していた。
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�　「薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業」についての勉強会

�　「薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業」参加薬局  12月21日（日） 県薬

　笠原理事より、次のとおり報告された。「薬局・薬剤師を活用とした健康情報拠点事業」の

参加薬局について県薬のホームページに掲載してある。全地区からの薬局にご参加頂いてい

る。おくすりバッグ事業には約７０薬局、健康チェック事業には約３０薬局が参加している。

期間は３月の上旬までと短期間ではあるが積極的に取り組んでいる。また、この健康情報拠点

推進事業への参加薬局対象に鹿児島県薬の沼田先生を招き勉強会を開催した。鹿児島県薬は、

おくすりバッグ事業を年々進化させ、さまざまな形で情報を集めているとのこと。それから県

栄養士会の吉田理事を招いて栄養学についての講話を頂いた。

�　沖縄県薬剤師会在宅医療研修会       　12月21日（日）県薬

　笠原理事より、次のとおり報告された。メーカーのニプロと県薬の共催で、主に無菌調剤に

係わる経管栄養・医療材料についての研修会を開催した。２０数名の参加があった。

　別件の報告で、平成２７年スポーツ新春の集いに参加した。平成２６年度に体育協会のス

ポーツ医科学委員会にスポーツファーマシスト部会を作ってもらい予算８万円つけて頂いた

こともあり、ＤＩの吉田典子先生と一緒にご挨拶を兼ねて参加した。ＤＩでは、質問に対

してもれなく回答されているということで高い評価をいただき、今後の啓発活動もお願い

された。

�　会計監査             　12月26日（金）･ 1月7日（水）県薬

�　平成２６年度第４回医薬分業対策委員会    　1月8日（木）県薬

　江夏常務理事より、次のとおり報告された。２年に１回開催しているＦＡＸコーナー担当者

意見交換会について協議された。開催日は２月１５日、ＦＡＸコーナー職員へのアンケート内

容の検討、当日の役割分担等を話し合った。また、当日の配布資料として、ＦＡＸコーナーでは、

麻薬取扱い薬局情報の更新が必要とのことで、九州厚生局ホームページに公表されている施設

基準取得薬局データを印刷し提供することになった。

�　沖縄県後期高齢者医療制度運営   　　 1月15日（木）沖縄県後期高齢者医療広域連合

　江夏常務理事より、次のとおり報告された。沖縄県及び全国的にみて医療費が下がっている。

この理由は、高齢者の健康意識が高まり、また市町村の啓発活動により高齢者の特定健診受診

率が伸びてきている結果ではないかと言われている。また、現在、後期高齢者の税収が伸びて

いる。この理由は、比較的に年金受給額の高い厚生年金受給対象者の退職者が増えてきたこと

が考えられるとのことである。平成２９年度からは、マイナンバー制度が全国で実施され、カー

ドに多くの個人情報が入力され利便性があるため、後期高齢者もしっかり利用していただきた

いとのこと。

�　医療ゾーンの各団体に係る固定資産税の減免に関する要望について（打合せ）

                　1月13日（火）沖縄県小児保健協会

�　南風原町長への固定資産税の減免に関する要望書提出 　2月4日（水） 

　山城課長より、次のとおり報告された。医療ゾーン内の県医師会、県歯科医師会、県看護協会、

県小児保健協会、県薬剤師会の５団体では、それぞれ南風原町に固定資産税を納付しているが、

各団体とも公益目的事業を主として取り組んでいることからで、南風原町に対して５団体の連

名で固定資産税の減免を要望することとなった。来る２月４日に各会長そろって直接南風原町

長に要望書の提出を予定している。
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�　県薬ホールスピーカー移設工事       1月14・15日（水・木）県薬

　山城課長より、次のとおり報告された。県薬会館ホールにおいて、以前よりホールの構造上

マイクのハウリングが起きやすいことから改善策の一つとして、スピーカーの位置を前の方に

移動した。多少は良くなっている様子であるが、まだハウリングが起こりやすい状況が続い

ている。

�　小児救急電話相談（＃8000）についての打合せ会議  1月22日（木）沖縄県医師会

　山城課長より、次のとおり報告された。これまでの理事会でも報告してきたが、小児救急電

話相談（＃８０００）について準備を進めている。来る１月２２日にこの事業に取り組んでい

る県医師会および看護師と打合せ会議を予定している。担当理事の吉田副会長、会営医療セン

ター前の城間薬局長も参加する。

�　沖縄県薬業連合会合同祝賀会        1月18日（日）沖縄都ホテル

　神村会長より、次のとおり報告された。明日、合同祝賀会が開催される。来賓として知事の

代理で副知事の浦崎唯昭氏が出席する。例年どおり開催場所は、都ホテルではあるが、これま

での地階から２階の会場に変更となっている。

�　会営薬局うえはら、とよみの薬剤師の状況について

　我喜屋理事より、次のとおり報告された。先日、協力薬剤師全員に対して感謝の意を込めて

お礼状を送付した。現場については、１月から日祝祭日は、豊見城薬局と交互に開局している。

年末年始を超えてほっとしているところだが、インフルエンザの患者がかなり増えており、か

なり忙しい状況である。その中、これまでがんばってきてくれた職員が諸事情により退職する。

残念ではあるが感謝したい。しかし今後、必要に応じて手伝っていただけるとのことである。

４月から入る予定の新卒薬剤師を迎える準備をしていきたい。

　山城課長より、次のとおり報告された。これまで協力薬剤師として入っていた方が、１月か

らパート職員として入社した。非常に明るく能力が高い方なので助かっている。

報告（薬連）

⑴　各選対事務所訪問        　　12月14日（日）各選対事務所

⑵　島尻あい子　新春の集い       　　１月５日（月）自治会館

⑶　２０１５公明党沖縄県本部賀詞交歓会   　　１月６日（火）自治会館

⑷　自由民主党沖縄県連新春の集い     　　１月７日（水）ロワジールホテル那覇

⑸　自民党沖縄３区支部　新春の集い（比嘉奈津美氏）１月10日（土）沖縄市産業交流センター

⑹　西銘恒三郎　新春の集い       　　１月17日（土）ＪＡおきなわ南風原支店

⑺　その他

　神村会長より、次のとおり報告された。昨年末の衆議院議員選挙では、各自民党候補者は、

比例でどうにか救われて当選した。非常に厳しい選挙であった。年明けの各国会議員の新春の

集いでは、支持者に対して感謝の辞が述べられ、しっかり政治活動に取り組んでいくことが誓

われていた。
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　神村会長より、前会長の時に石垣で移動理事会を開催した。その時に１０年に一度は離島で移

動理事会を開催することとなっていたが、今回念願の開催となった。傍聴席も設けており、多く

の先生方が来られて、理事会の状況を見ていただきたい。また、終了後は地区会員との交流という

目的もありますので、時間通りに進めていきたいと挨拶があった。

議題

⑴　委員会、部会の編成について

　田場専務理事より、現状の保健福祉委員会を在宅医療委員会と地域保健開局委員会に分ける

案で、前回より継続審議となっている。新垣理事は今回、理事会欠席のため、ご意見資料を（別添）

提出しておりますので、鑑みて意見をお願いしますと説明があった。

　田場専務理事より、新垣理事が提出した資料によると、一般医薬品販売に関する業務は膨大

であり、現状のまま開局委員会として維持して行くのが理想であるとの事と記されています。

結論としては、一般医薬品販売に関する事業は現状のまま開局委員会として残すか、新たな地

域保健開局委員会事業に組み込むか、他の委員会に組み込むかの選択肢しかないと説明があった。

　我喜屋理事より、薬学生実務実習では、一般用医薬品に関する実習は全体の１/４を占める。

今後も重要な位置を占めると思うので、検討の余地があると意見があった。

　江夏常務理事より、薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業にもセルフメディケーション

が記されている。薬局は調剤のみでなく、一般用医薬品も力を入れていく必要があると意見があった。

　亀谷常務理事より、現状のまま開局委員会として残すなら、具体的に事業内容を記載いただ

けたらとの意見があった。

　前濱理事より、各委員会の委員長を集めて意見をきくのも良いのではとの意見があった。

　村田理事より、開局委員会を現状のまま独立さても良いのではという意見があった。

　亀谷常務理事より、一般用医薬品のみ扱っている薬局を増やすのは難しい。一般薬の活性化

を考えるとき、調剤薬局も含めて考えた方が効率が良いという意見があった。

　我喜屋理事より、保険薬局業務は在宅医療、一般用医薬品等も含まれている。国はこれを推

し進めている。もう少しわかりやすい委員会にして欲しいとの意見があった。

　笠原理事より、保健福祉委員会は調剤以外のことを引き受けてきた。今回、在宅医療は単独委員会

平成26年度  第11回定例理事会  議事概要

日時：平成27年 2 月14日（土）19:00〜21:00

会場：石垣市民会館　　　　　　　　　　　

＜出席者＞

　会　　　長：神村武之

　副　会　長：吉田洋史

　理　　　事：田場英治、江夏京子、亀谷浩昌、山里　勇、前濱朋子、姫野耕一、下地　仁、

　　　　　　　笠原大吾、我喜屋美香、村田美智子、幸地良信、石川恵市

　事　務　局：山城英人、大城喜仁、稲福文隆

＜欠席者＞

　副　会　長：松山朝雄

　理　　　事：宮城敦子、新垣秀幸、川上善久、外間惟夫、玉城　純
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となるとのことですが、保健福祉委員会と開局委員会が１つになることで、（地域保健開局委

員会）、一般用医薬品以外の禁煙、県民健康フェア、健康情報拠点事業等が含まれてくる。おそ

らく当人が考えている開局委員会の趣旨とは異なると認識しているのではと感じられる。ま

た、地域保健開局委員会となることで、複雑に感じると意見があった。

　神村会長より、保険薬局で一般用医薬品の販売も両立することは、我々が目指す本来の薬局

であり、また日薬の考え方でもある。両立してやるために地域保健開局委員会とするのが理想

である。委員会を立ち上げて、不都合があれば議論し変更等も可能である。やってみてから考

えていけばいいのではとの意見があった。

　我喜屋理事より、一般用医薬品薬に関しては国、日薬からの伝達講習もあるので、重要だと

感じる。開局委員会を再編成して独立してもいいのではと意見があった。

　下地理事より、意見書の中で、おくすり相談事業は別の委員会に任せるとあるが、薬局業務

とは相談があって初めて薬を売るわけですから、開局の中の一部であることは認識しないと、

おくすり相談事業は後退するし、連携が難しくなってくることもあると意見があった。

　姫野理事より、委員会の目的は会員のスキルアップで医薬品の調剤、販売、供給を担うのが

薬剤師の職能であり、これらを法律に従って行い、人、物の環境を整えるのが開局委員会の事

業ですと記してあるので、地域保健開局委員会として一緒にやってもいいのではと思う。委員

会の構成の中でワーキンググループという考えもあるとの意見があった。

　山里常務理事より、地域保健開局委員会の名称を開局地域保健委員会にするとか全事業（８

項目）を開局側と地域保健側の２つに分けるとか、考える必要があるのではとの意見があった。

　神村会長より、委員会の中で役割分担をすればいい。従来の委員会で行ったスタイルでやる

とか、そこは議論してほしい。薬剤師業務はこれだけと決めつけていいのか。売るだけが仕事

で、調剤はやりません。災害があって派遣依頼が来ても、災害にはいけませんと言っているこ

とと全く同じである。大きく視野を広げて考えていただきたいという意見があった。

　我喜屋理事より、事業項目が多すぎて委員会として明確ではない。一般用医薬品販売に関す

る事業を独立した方がいいとの意見があった。

　吉田副会長より、メンバー編成については現在の委員を基本として、次期執行部で検討する

という説明があった。

　田場専務理事より、基本的には地域保健開局委員会として名称を変える案で進めていきたい

方針だが、意見の折り合いがつかず継続審議となり終了した。

⑵　平成２７年度事業計画案（第７１回臨時総会）について

　田場専務理事より、第７１回臨時総会は３月２９日開催。提出いただいた各委員会、部会の

事業計画案をご確認いただき、ご意見がありましたら事務局まで連絡下さるようお願いします

と報告があった。

⑶　会営薬局医療センター前のレセコン及び電子薬歴入れ替えについて（来期予算として）

　山城課長より、電子薬歴を購入して６年を迎える。現在のソフトメディアが ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ

でサポートがすでに終了した。この節目に会営薬局うえはら、とよみの機種を統一して、輪番薬

剤師と事務員がスムーズに勤務できるよう要望がある。業者から見積もりを出して頂いて交渉し

ている。来期の予算執行で進めたい。導入は５月の連休あたりを予定しているとの説明があった。

　神村会長より、５年も経過してコンピュータの調子が悪いということですので業務に支障が

でないように替える必要がある。しっかり交渉していただいて購入をしたいと思いますが、よ

ろしいかという説明があった。
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　吉田副会長より、将来的には会営薬局うえはら、とよみ、医療センター前のコンピュータを

同時に入れ替えるようにしたい。会営薬局うえはら、とよみは２、３年前に導入したというこ

とであれば、若干高くなると思うがレンタルにして、会営薬局うえはら、とよみの切り替え時

期に一斉に見積入札させた方が負担も抑えることができるのではとの意見があった。

　意見のあった事項を含めて交渉することで承認された。

⑷　指定地方公共機関の指定に対する承諾について（依頼）

　吉田副会長より、県と連携して防災体制の強化を図るため、指定地方公共機関に当会も指定

していただくよう、お願いしている中、早速依頼文書が届いたので当会も指定していただく事

になった。了承いただきたいとの意見があり、承認された。

⑸　その他

○審査委員会等（仮）の機関設置について

　亀谷常務理事より、学術研究が倫理に則っているか等のお墨付きを与える機関が大学等では

設置されている。当会も審査機関の設置は必要ではないかとの意見があった。

　神村会長より、他府県の事例も確認して、検討委員会を立ち上げて進めた方がよいのか等含

め、次回検討することとなった。

○那覇市市民防災室からの依頼について

　吉田副会長より、那覇市民防災室から、薬剤師会と那覇市が防災応援協定を結びたいとの相

談があった。段階として、那覇地区薬剤師会で話を進めるか、県薬剤師会で対応した方がいい

のかとの意見があった。

　亀谷常務理事より、那覇地区薬剤師会で対応して、必要であれば県薬剤師会に相談したいと

の回答であった。

報告（会）

⑴　会営薬局の調剤保険料等（１月分）及び病院別院外処方せん発行状況

⑵　平成２６年度　女性薬剤師部会　第１５回漢方講座    １月１８日（日）県薬

　村田理事より、第１５回漢方講座を開催し、９４名の参加があった。今回で株式会社

ツムラの共催は終了となったため、今後の運営についてのアンケート調査を行った。結果、

７４人の回答があり、２人を除いた７２人が有料でも参加するという回答で、参加費とし

ては１, ０００円が過半数を占め、講師も清水先生支持が圧倒的多数であった。今後は有料

（１, ０００円）で従来通りの年２回継続開催することとし、講師料等の足りない分は活動費

から負担するとの報告があった。

⑶　平成２６年度第２回沖縄県自殺対策連絡協議会    １月２１日（水）県庁

　村田理事より、沖縄県の自殺者現状は２４年度から３００人を割り２６８人と減少してきて

いるが、２５年、２６年（１２月暫定）は２７１人と全く同じ数字ではあるが若干増加してい

る。全国的には男性の自殺者が多く女性の２倍である。沖縄県の女性は全国平均だが、男性

の場合は全国平均より上である（２０才以下は少ない）。理由として県内はブラック企業が多

くて、雇う側の教育がされてない、それによって労使関係の問題が生じて自殺に追い込まれ

ているのではという分析があった。県の当協議会は、自殺者のピーク時３６０名の２０％減

を目指して自殺対策に関する活動をしてきたが、２４年度に達成したため、さらにそれ以下

のピーク時３０％減を目標に策定を進めている。２，５００名を対象に自殺に対する意識調査を

行ったということで。後日結果を分析して冊子にするとの事であった。また、県の事業として
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自殺未遂に終わった人達を対象に講演会（３月６日、７日に計画）を予定していて、これは

ケアする側にも役立つ内容になっているという。薬剤師会では、自殺予防対策ゲートキーパー

スキルアップ研修会を３月８日に開催する。県の健康おきなわ２１事業では、次世代の健康教

育に係わる教育課程として、小学生は「食育」で生活習慣病対策は食事が大事ということの副

読本を作成、中学生に対しては「心身の健康編」という冊子を作成し、３月末に配布予定。沖

縄県のホームページからもダウンロードできるようにするとの報告があった。

　亀谷常務理事より、那覇市から那覇地区薬剤師会に自殺対策会議への参加依頼があり、お互

い連携をとっていきたいという意見があった。

⑷　沖縄県薬業連合会　合同祝賀会並びに新年会      1月18日（日）沖縄都ホテル

　神村会長より、大勢の参加者で大盛況であった。資料を添付しているので、後でご覧下さい

との報告であった。

⑸　九山代表者会議              1月26日（月）福岡県薬

⑹　九州ブロック日薬代議員予備会議        1月26日（月）福岡県薬

　神村会長より、報告 ⑸ ⑹ について、日薬のグランドデザインが廃止となった。福岡県が独

自で作成するとのことで必要であれば、各県に参考として配るとのことであった。将来的に沖

縄県も独自に作る必要があるのか検討する。次に病薬会頭から、処方箋に情報が付加されると

いうことで検査結果等々が大病院から出されるということであった。

　次に、日薬会館建設の件で、敷地面積９０坪の小さな敷地に日薬会館の建設予定があるが、

反対意見が多いとの事であった。

　また、薬局の法人化について、診療報酬は国民の税金であり、調剤報酬で儲けて株式上場す

ることは常識ではないと前から言われている。一般販売部門は株式、調剤部門は医療法人とい

うことは一薬局で二つの名称を持ことになる。ありえない話で法人化は無理であるとのことで

あった。

　九山薬学大会のレセプションが毎年拡大して、担当県の負担が大きくなっている。縮小して

いただきたいとのことで全員が賛成し、次回から縮小するという報告があった。

⑺　中頭病院より来訪             2月4日（水）県薬

　神村会長より、中頭病院が来年の１０月に新築移転する。それを機に夜間、休日の院外処方

箋を発行するとのことで、当会へ協力依頼があった。門前に某薬局が土地を確保しているとの

ことである。なら、某薬局へも協力願いを依頼していただきたいと伝え、薬剤師会からも某薬

局へは協力依頼をお願いするという報告があった。

⑻　南風原町長への固定資産税減免に関する要望書提出    2月4日（水）南風原町役場

　神村会長より、医療５団体、医師会、看護協会、歯科医師会、小児保健協会、薬剤師会の

会長が揃って、（歯科医師会長所用のため副会長が代理出席）固定資産税減免についてのお願

いをした。各団体の状況について説明をした。当会としては薬事情報センター、試験検査セン

ター、救急医療，夜間休日の薬局体制についての状況を説明し、特に救急医療については沖縄

県から依頼されて地域医療の貢献として開局しているが赤字状態である。医療体制を充実させ

るために固定資産税の免除のお願いをしたとの報告であった。

⑼　日薬九州ブロック会議            2月7日（土）県薬

　神村会長より、沖縄県で日薬九州ブロック会議と日薬連盟ブロック会議を開催した。日薬より、会長、

専務理事、担当理事が参加して、九州各県総勢４１名の参加であった。沖縄県開催ということで、当

会常務理事もオブザーバー参加で出席いただいた。協議に関して特に大きな問題はなかったが、
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当県より各県の薬剤師不足について情報提供をいただきたいと質問をした。内容として薬剤師

不足の中で夜間、休日の調剤については管理薬剤師も他の薬局で輪番薬剤師として調剤ができ

るように日薬から厚労省へお願いして頂きたいと意見を述べたら、数県からの回答では、すで

に県から了承を得て行っているとのことであった。当県も保健所へお願いをしているが了承が

得られず、休日に開局をしている薬局は困難をきたしている。他県の状況も説明して理解いた

だけるように交渉は続けるという報告があった。

⑽　社会保健診療報酬支払基金沖縄支部幹事会

2月10日（火）社会保健診療報酬支払基金沖縄支部

⑾　平成２６年度第４回沖縄県がん診療連携協議会  2月13日（金）琉球大学医学部管理棟

　神村会長より、沖縄県では、がん診療連携協議会がすでに発足されていると石川県が情報を

得て、スタッフを派遣して傍聴に来られていた。また、がん患者の代表者も参加して、活発な

意見を交わすなど有意義な会議となったとの報告があった。

⑿　島尻あい子氏への訪問（薬学部設置に関する要望書について）

                2月14日（土）島尻あい子後援会事務所

　神村会長より、米軍施設「西普天間住宅地区」返還跡地に新薬の研究開発拠点「沖縄メディ

カル・イノベーション・センター」（ＯＭＩＣ）の創設が検討され進められている。日米の大

学が連携して創薬の研究者養成、新薬の開発製薬会社の拠点を置き、医療人の人材育成に繋げ

たいとの構想がある。更にガン治療重粒子線治療施設を設置し医療産業拠点とする基本構想

を策定し琉球大学医学部並びに附属病院の移転が企画されている。それを機に琉球大学に薬

学部を創設して頂きたいと要望書を提出した。４０分程度の意見交換では、沖縄メディカル・

イノベーション・センター創設は、ＯＨＭＩＣと（Ｈのｈｅａｌｔｈ）健康を入れたかったとのこ

とですが、予算の関係上、厳しいとのことであった。また、沖縄県の今後の政権しだいでの予

算確保にも問題はあるが、前向きに進めていきたいとのことであった。この後、島尻議員は琉球大

学の学長と会うことになっているので要望書の件は学長にも伝えて、検討していくとの報告であった。

⒀　医療保険委員会              1月19日（月）県薬

　吉田副会長より、協議事項「年末年始休日加算」算定については、当会より各薬局に算定の

意向を確認し、算定する薬局すべてを県薬でまとめて九州厚生局に届出を提出していた。本来

なら、各地区での医療機関が輪番制で開業するときに近隣薬局も病院・診療所にあわせて輪番

となり、年末年始の休日加算が申請できるとの趣旨であった。年末年始に開局するから申請す

るとの間違った認識をされている薬局がある。以前はなかった夜間休日加算手当が追加されて

おり、夜７時以降の算定ができることになっているので、次年度から県薬としては「年末年始

休日加算」算定の取りまとめはしないことになった。

　それから３月１５日に管理薬剤師業務講習会が沖縄コンベンションセンター会議棟で開催

する。講師に県薬務疾病対策課から担当者をお呼びして南部地区で問題になっている医療監

視、薬局監視の現状について講演いただく予定になっていて、細かい指摘事項を解説していた

だく。当会からは仲真薬局長が管理薬剤師業務に関する説明をする事。後、法律等の改正で管

理薬剤師業務日誌の様式が若干変更になるが、在庫がなくなり次第切り換えていくという報告

があった。

⒁　小児救急電話相談（＃８０００）についての打合せ会議  1月22日（木）沖縄県医師会

　吉田副会長より、沖縄県から補助金を受けて医師会が、夜間の小児救急の電話相談窓口を開設し

ているが、お薬に関する相談が増加しているため、薬剤師会も事業に参加いただきたいとの依頼が
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あり、次年度から事業に加わることとなった。内容としては、患者さんが電話機の＃８０００

を押すと相談窓口につながる。（夜７時から１１時までの４時間）電話相談窓口は看護師が対

応しているが、必要であれば医師、薬剤師の勤務する（当会は会営薬局医療センター前）専用

電話に転送されて患者さんの相談を受けることになっている。会営薬局医療センター前は１２時

まで開局していることと、常時２名の薬剤師が勤務しているので、対応できるとの報告があった。

⒂　平成２６年度東日本大震災支援協力会議第１回総会  2月6日（金）県庁

　吉田副会長より、未だ沖縄県に８００人を超える被災者が避難している。当支援協力会議の

活動としてニライカナイカードを発行している。賛同いただいている会社、企業、お店での割

引サービスが受けられる。今年度は支援金の集まりが悪く厳しい状況であるため、改めてご協

力をお願いしたい。「ふるさと帰還支援事業」として福島県への里帰りに対する助成金を手厚

くしていくことになったと報告があった。

⒃　スポーツファーマシスト委員会       1月21日（水）県薬

　笠原理事より、スポーツファーマシスト委員会は次年度よりＤＩ委員会のワーキング

グループ（ＷＧ）になることを鑑みて２１日に委員会を開催した。委員長の伊藤先生が常時沖

縄にいないことで次年度どのように進めていくのか議論した。また、沖体協のスポーツ医科

学委員会にＤＩの吉田先生と２人で委員となっていることで、アジア国際シンポジウムに参

加した。ドーピング防止については特に子供達のドーピングに対する啓発が求められている。

ドーピングホットラインも始まっていて問い合わせもある。ミスのないように継続していきた

いという報告があった。

⒄　地域包括ケアシステム構築に向けた地域ケア会議モデル事業実施のための視察

                1月27･28日（火･水）大分県

　笠原理事より、地域包括ケアシステム構築に基づく地域ケア会議モデル事業実施のための視

察ということで、先進地区である大分県の別府市と杵築市の二ヵ所を訪問して参りました。内

容としては、地域ケア会議のあり方に運動、栄養、口腔、認知、とありますが、今後、薬剤師

も参加することになるので、薬も記されることになった。また、地域ケア会議の参加により、

会議が充実すると思う職種に薬剤師は上位に位置しているが、薬剤師の参加が少ない。理由と

しては、ただ単純に忙しいとのことで、昼間に患者宅への訪問さえできないということから、

会議にも参加できないということである。同行した沖縄県参加メンバー（１１名）にも確認し

たところ薬剤師は必要だということでした。来年度に地域ケア会議モデル地区が沖縄県は２市

で宮古島市と沖縄市となった。宮古島、沖縄市の薬剤師はメンバーとして参加いただくよう検

討していただきたいという報告があった。

⒅　健康拠点事業に関する報告会        1月29日（木）県薬

　笠原理事より、主体が保健福祉委員会のメンバーになってしまいましたが、健康拠点推進事

業を開始して１ヶ月経っています。事業は３月末に終了しますが、中間報告ということで予算

執行状況を確認した。事業は順調に進んでいるとの報告があった。

⒆　２０１５アジア国際シンポジウム      1月30日（金）海運クラブ（東京）

　笠原理事より、英語が公用語になっていて、レシーバによって日本語を聞くことができた。

２０２０年の東京オリンピックを目指してドーピングを防止する内容の研修会だった。過去

のオリンピックで、スペイン、トルコはドーピングがあった。日本は１度もなかったことで

２０２０年のオリンピック開催が東京に決まった理由の１つである。アジア一丸となって協力

していくという報告があった。
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⒇　平成２６年度第３回在宅マニュアル作成検討会議    2月3日（火） 県薬

　笠原理事より、在宅のマニュアルを作成中でありますが、４月に介護保険が変わることで、

完成を来年度に延ばしたい。大枠はできているが、介護保険の改正を確認しながら訂正してい

きたいと報告されて了承をえた。

�　ＢＬＳ講習会      2月8日（日）おきなわクリニカルシミュレーションセンター

　笠原理事より、一次救命処置の講習会でアドバンスコースを開催した。基本コースを受講さ

れた方に限定して、内容は基本コースのおさらいと、応用編として新たに小児、幼児、また窒

息した時の解除方法をシミュレータを使用して行った。同講習会を３月８日にも行う。定期的

に開催することでスキルアップにつながるとのことで次年度も開催を予定しているとの報告

があった。

�　沖縄県保健医療部薬務疾病対策課より来局      2月10日（火）県薬

　　（「薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業」進捗状況についての説明）　

　笠原理事より、事業の進捗状況を随時説明して納得いただけた。報告書の締め切りが４月

１０日で期限内に提出のお願いがあった。３月中旬頃からまとめに入って成果物と一緒に報告

書を提出するという報告があった。

�　なごみ会主催県民健康フェア実行委員会      2月12日（木）沖縄県医師会

　笠原理事より、県民健康フェアは来年度８月９日（日）に沖縄コンベンションセンターで

例年通り開催が決まっている。開催時間は１２時から１６時で去年と同じです。各団体の

ブース内容については夏休期間中のため親子で参加できる自由研究のテーマになるようなこ

とを検討いただきたいとありました。ステージイベントは古蔵小学校のヒップホップダンスを

お願いして会場を盛り上げていただく事になっている。去年まで、お笑い芸人ゆうりきやーに

もステージをお願いしていましたが、今回は「アイモコ」にお願いしている。キャッチコピー

については、他の団体から数案が出されているが、当会でも案があればご提出をお願いします。

また、沖縄県食生活改善推進員の無料試食コーナーとスタンプラリーを新たに予定している。

次回の実行委員会は３月１９日木曜日開催という報告があった。

�　沖縄県医療推進協議会        1月22日（木）ロワジールホテル＆スパタワー那覇

�　薬事情報センター運営委員会           2月5日（木）県薬

　姫野理事より、薬事情報センターの事業計画、事業報告の協議と委員会がワーキング

グループとして編成されるので、その確認事項でしたとの報告があった。

�　平成２６年度第５回広報委員会         1月22日（木） 県薬

　亀谷常務理事より、組織改変でホームページの企画管理を広報委員会が担当して欲しいとい

うことがありました。それについて話し合いをしたが広報委員会としては、企画等について協

力はできるもののホームページをアップするなど実際的な担当者は別に決めていただきたい、

その担当者と広報委員会で調整しながらホームページの企画管理をしていきたいとの報告が

あった。

�　ＪＰＡＬＳ研修会            1月29･31日（木･土） 県薬

　亀谷常務理事より、ＪＰＡＬＳ研修会は５回計画して、現在までに４回終了した。４回目の

時点での合計２９名受講された。明日（１５日）５回目の研修会を開催する。申込は１７名で、

５回目を含めたら、合計４６名がＪＰＡＬＳの研修会を受けたことになる。また、パソコンの

初心者講習会の要望があり、今後考えていきたいという報告があった。
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�　平成２６年度医療安全講習会          2月1日（日） 県薬

　亀谷常務理事より、研修１に平成２６年度医療安全講習会、「薬局・薬剤師のための調剤行

為に起因する問題・事態が発生した際の対応マニュアル」を沖縄県用に作成し、それを会員へ

周知すること。研修２は九州大学の鮎沢先生をお招きして「医療安全に関するトピックス」と題

して講演していただき、事例に対応できるよう、参考資料等を詳しく教えていただいた。沖縄県の

作った対応マニュアルについて、鮎沢先生より何点かアドバイスをいただいたという報告があった。

�　日本薬剤師会生涯学習担当者全国会議       2月11日（水） 日薬

　亀谷常務理事より、テーマがＪＰＡＬＳの実践記録を書くということ。レベル５実践記録

１８本以上提出者は２月現在３５００名、全体の２０．６％に向上している。３月末までには

更に上積みが期待できる。未提出者に対する救済措置はなく降格となる。今後レベル６につい

て考慮中である。並行して各学術団体が認定薬剤師を養成しているが、各団体協賛してその上

となる薬剤師の資格を作ろうと企画している。受験資格が認定薬剤師取得と論文発表がある

こと。試験は、ペーパーテストをする。ハードルが高い。

　また、グループ別ディスカッションに於いては、テーマを「薬剤師の学術貢献を積極的に行

うには？」としてディスカッションした。結果として各薬剤師会は会員に対して、テーマを

見つける手助け、指導をして欲しいという意見があった。また実践記録を書くには、という

テーマに対して、書きやすいように様々な工夫が必要という意見があった。例えば、講演会の

最後にＪＰＡＬＳ報告書の下書きを書く時間を設けるとか。

　「ＰＳに基づいた研修会を企画するには？」では、なかなか難しくて研修会、講習会にＰＳ

コードをつけてもらったらどうかという意見もあった。また企業の講演会にＰＳコードがつけ

ば有り難いということだった。他に、ＰＳコードに関連した研修会を開催したらどうかと意見

があったが、適任の講師を捜すのは難しい。日薬でＰＳ別に講師リストを作成して欲しいとい

う各県からの要望があった。

�　平成２６年度九州山口各県薬剤師会事務局職員研修会   1月22･23日（木･金）大分県薬

　事務局の松堂と前原が参加した。報告書提出しているので、後で読んで下さい。

�　沖縄県新型インフルエンザ等対策連絡訓練      1月23日（金）県薬

　田場専務理事より、「訓練」と称し、政府対策本部が設置され、それに伴い､沖縄県新型イン

フルエンザ等対策本部を立ち上げ、各指定地方公共機関と各市町村に緊急メールを発し、届い

たかの確認を行ったという報告があった。

�　管理者会議              1月27日（火）県薬

�　会計監査                1月29日（木）県薬

�　薬剤師職能ＰＲ「沖縄県タイムス“わらびー”」掲載用取材  1月30日（金）にしばる薬局

�　開局委員会              1月30日（金）県薬

�　第１４回沖縄県健康教育研究大会        2月 5日（木）てだこホール

　前濱常務理事より、北部の宮里病院の上原卓郎先生を講師として「くすり教育と学校薬

剤師の現状」と題して各学校側への周知も含めて、発表していただいた。講演後、パネル

ディスカッションが行われて学薬に対する質問が多数あった。その中でセルフメディケーショ

ンと言う言葉を初めて聞いたとのことで、コーディネーターの喜久川先生でさえも知らなかっ

たとのこと。また沖縄県学校保健会長表彰に「北部地区の高良弘子先生、中部地区の喜舎場綾

子先生、南部地区の伊集俊雄先生」が表彰されたという報告があった。
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�　公衆衛生･薬事衛生担当者全国会議   　  2月12日（木）日薬

　前濱理事より、危険ドラッグ対策とのことで学薬から２名参加した。主催者挨拶で会長が薬

剤師の仕事として、調剤以外に公衆衛生、薬事衛生がある。ぜひ学校薬剤師が頑張って欲しい

ということでした。また、危険ドラッグ、向精神薬等が多く出回っている。残薬の整理をする

とともに注意喚起していただきたいという報告があった。

�　個別指導         　  2月5･12･19･26日（木）那覇第一地方合同庁舎

�　健康おきなわ２１推進協議会    　  2月10日（火）ホテルチュラ琉球　＜資料配布＞

　江夏常務理事より、健康おきなわ２０１０年では目標を達成できなかった。平成２０年健康

おきなわ２１を策定して県民で取り組みしたが、結果的に県内平均寿命「男性２５位から３０

位」、「女性１位から３位」であった。沖縄県は肥満率がワースト１、アルコールによる肝疾

患の死亡率が全国２倍、それを踏まえて去年は沖縄２１世紀ビジョン基本計画を立ち上げて

２０４０年に男女とも平均寿命日本一を復活させる目標で健康おきなわ２１の第２次へとり

かかっている。まず働き盛りへの啓蒙が大変重要との事でした。男性で働き盛りの（３５才か

ら６０才）ワーストが急性心筋梗塞、脳血管、脳出血、肺炎、肝疾患となっている。女性もや

はり肝疾患４６位。生活習慣病に対する取り組みを強化して行くこと。沖縄県民の肥満率の高

さは２０代から始まっている。県民性なのか環境なのか、とにかくアルコール性肝疾患死亡率

が非常に高い。重点項目として、がん検診、特定健診の定期受診の推進を行う。検診は受けて

いるが、再検査となった場合に精密検査を受けない方が多く、悪化させている場合がある。推

進協議会での取り組み内容として検診の普及と啓発、パネル展等のイベントを開催する。２つ

目は肥満者減少の取組、啓発。３つ目は生活習慣病のリスクを高める過剰飲酒者の減少、適正

飲酒の啓発、禁酒のサポート、またアプリを使用してチェックする行動調査もしていく。中間

報告として沖縄県はまだ低迷の状況だが、各企業にも健康に関する取り組みを推進していく。

推進事業として従業員１０名以上の企業であれば応募できる。よい結果がでた企業へは補助金

を支給する。現在１１団体の申し込みがあるとのこと。医療関係ではハートライフ病院が応募

しているとの報告があった。

�　米軍基地内病院視察      　  2月11日（水）米軍基地内

　石川理事より、新海軍病院の視察を、神村会長はじめ、事務局の大城係長、そして応募され

た合計２１名で参加した。２班に分け、業務中のＥＲ、複合病棟、薬局と見学させていただいた。

各部署の説明者は軍服の装いで案内してくれた。見学後の交流会では活発な意見が飛び交っ

た。海軍病院薬局の主任から日本の医療機関、薬局を見学したいという要望があった。是非、

実現させたいという報告があった。

�　調剤報酬の不適切請求に関する報道について          　＜資料配布＞

　神村会長より、かかりつけ薬局として一生懸命頑張っている薬局がある中、大手の薬局が

１７万件の薬歴を記載せず患者へ薬を出して、診療報酬を不適切に請求していた。朝日放送で

も放映されて、我々にとっては非常に迷惑な薬局である。保険薬局の停止となっても仕方ない

という報告があった。

�　神殿寄付について

　神村会長より、神殿寄付についてのお願いは今回で終了する。再度、理事ならび会員へ、

ご協力をお願いしますとの報告があった。
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�　会営薬局うえはら、とよみの薬剤師の状況について       　＜資料配布＞

　我喜屋理事より、１月末日で会営薬局とよみの薬剤師（１名）が退職した。退職理由として

は自分で事業を起こしたいとの意思であった。退職後も会営薬局とよみで非常勤務は可能との

事であった。明るい兆しでは、以前に退職した薬剤師が輪番に入っていただいた。また、島袋

陽子氏（管理薬剤師）は毎日のように早番、遅番もこなして早々の帰宅ができなかったが、最

近は他薬剤師に任せて帰宅できる日も出てきた。今月末には国家試験合格発表があり、新たな

薬剤師が加わる予定ですので、その準備も兼ねて進めていきたいという報告があった。

�　その他

○薬学生の実務実習について

　我喜屋理事より、平成２７年度２３名（１１大学）の実習受入マッチングがすべて終了した。

各学生が３月時点で進級できるかの保障がないので資料（名簿等）は提出していない。３大学

からは（星薬科大学、姫路獨協大学、愛知学院大学）初めての実習生を受け入れる。また、は

じめて実習を受け入れる指導薬剤師が１０名となっており、１期２期合わせて半数の指導薬剤

師が新人である。指導薬剤師の更新が来年から始まり一人でも受入指導実績がないと更新がで

きない。そのため皆さん手を挙げて下さった。また、今回の理事会が八重山地区開催との事で、

当地区の実務実習委員の和田先生と初めて会って４０分程の話し合いを持たせていただいた。

八重山地区出身の実習生については２年前に１度来たが残念ながらこの生徒は那覇で実習を

受け、八重山では実習を受けてない。平成２９年には１名、登野城出身の生徒が実習予定とさ

れている。他地区からのふるさと実習も増えてきていることから突然受入となることもある。

そのため八重山地区の指導薬剤師は和田先生１名で心配であるとのことで、ぜひ八重山地区か

らの推薦をよろしくお願いしますという報告があった。

報告（薬連）

⑴　國場幸之助　新春の集い     1月18日（日）ザ・ナハテラス

⑵　沖縄県知事就任　翁長雄志激励会　　  1月20日（火）沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ

⑶　宮﨑　政久　新春の集い     1月23日（金）ゆいの町

⑷　平成２６年度日薬連盟ブロック会議  2月 7日（土）県薬　＜資料配布＞

⑸　その他

会員及び一親等の親族のご不幸は、 沖縄県薬剤師会へ御一報下さい。
（香典・生花等の手配があります）

※各地区、 各支部及び、 友人、 知人の方、 御一報よろしくお願いします。

　　　　　　　【連絡先】県薬事務局（前原・大城）：０９８-９６３-８９３０

会員にかかる弔事に関する薬剤師会への連絡について
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議題

⑴　特別手当支給について

　山里常務理事より、次のとおり提案された。

　職員への特別手当支給について、決算見込の当期利益の１０％以内の支給を検討しており、

平成２６年度の決算見込で当期利益額が２０，３８７，６０３円、前年度対比で利益が４割程ダ

ウンとなっているが、１０％以内の額となる、２，０１３，４３８円を支給してもよいか。

　神村会長より、次のとおり述べられた。

　先日の財務委員会で、特別手当は利益の１０％の額と決定しているのであれば、昨年同

様、当期利益の１０％を限度として支給してよいのではないか。

　賛成多数で承認された。

⑵　印刷機購入について

　山城課長より、次のとおり提案された。

　事務局で使用している印刷機が購入から８年が経過し、頻繁に故障が出始めている。業者から

の提案では、現状よりコストを削減できる上、作業効率の精度も上がるというので買い替えたい。

　神村会長より、次のとおり述べられた。

　当会は資料の印刷が多く、業務に支障をきたしている。是非、賛成してもらいたい。

　賛成多数で承認された。

⑶　第７１回臨時総会について

　各総会資料の確認がされた。

　始めに山城課長より、次第の内容と各理事の役割が確認され､承認された。

　報告第１号　平成２７年度事業計画の件について、田場専務理事より、特に委員会編成が関

係している箇所について説明された。委員会・部会については、これまでの理事会での議論を

参考にして新しい組織編成案として作成している。薬剤師学術研修委員会から学術研修委員会

に名称変更。医薬品事故・過誤対策委員会から医療安全対策委員会に名称変更。

　ここで亀谷常務理事より、医療安全対策委員会の職務内容としてＤＥＭ事業は不適当ではな

いか、と意見が出された。医薬分業対策委員会で担当するのが妥当ではないか。

　江夏常務理事より、次のとおり意見が出された。これまでＤＥＭ事業は開局委員会の職務で

平成26年度  第12回定例理事会 議事概要

日時：平成27年 3 月14日（土）19:00〜22:00

会場：沖縄県薬剤師会館 研修室 　　　　　

＜出席者＞

　会　　　長：神村武之

　副　会　長：松山朝雄、吉田洋史

　理　　　事：田場英治、江夏京子、山里勇、亀谷浩昌、宮城敦子、前濱朋子、玉城純、

　　　　　　　新垣秀幸、下地仁、幸地良信、村田美智子、外間惟夫、笠原大吾、我喜屋美香、

　　　　　　　姫野耕一、石川恵市

　欠　　　席：川上善久、笠原大吾

　事　務　局：山城英人、金城みどり、前原里江
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あったことを引き継いで地域保健開局委員会で担当してよいのではないか。ＤＥＭ事業は、

地域保健開局委員会の職務として承認された。

　保健福祉委員会から分離独立する形で、在宅委員会を新設。開局委員会、保健福祉委員会、

自殺対策委員会、基準薬局制度運営協議会を地域保健開局委員会へ集約。災害対策委員会は職

務として新型インフルエンザへの対応等の感染症対策も追加された。

　薬事情報センター事業計画について、亀谷常務理事より次のとおり質問がなされた。薬事情

報センターがドーピング防止活動の推進を担う事ができるのか。

　姫野理事より、次のとおり回答された。ドーピング防止活動に関しては、スポーツファーマ

シスト資格者が行うため、薬事情報センター事業の中に包括している。

　我喜屋理事より、次のとおり質問された。地域保健開局委員会の事業計画はどの委員会から

提出されたのか。

　田場専務理事より、次のとおり回答された。これまでの各委員会が提出した事業計画を新委

員会に当てはめた。

　新垣理事より、独立していた開局委員会が地域保健開局委員会に集約されることについて次

のとおり意見された。開局委員会の活動の一つのスキルアップ研修会が開催されなくなった理

由として、役割分担していた担当者の都合等で継続が難しくなり、今に至った状況である。ま

た、開局委員会が集約される件については、開局委員会で意見をまとめる予定であったが理事

会に委ねることになった。いくつかの委員会が集約される地域保健開局委員会の職務はかなり

の量となるため不安である。実際上、保健福祉委員会から在宅分野を独立させるだけにして、

開局委員会はそのまま存続させるのが妥当ではないか。２月の理事会で委員会の編成を決定す

るとのことで、慌てさせられたが、３月まで待てない理由はなんだったのか教えていただきたい。

　田場専務理事より、次のとおり回答された。事業計画案を作成し、臨時総会提出に向けて２

月決定を目標にしていたが、議論により今回に至った。ぎりぎりでの対応は厳しい。

　神村会長より、次のとおり述べられた。提出期日や決定期日については、会全体の状況より

判断している。個人的な理由で期日を決めてはいない。理解していただきたい。

　村田理事より、次のとおり述べられた。新垣理事が出席されなかった先月の理事会では、地

域保健開局委員会の職務の量がかなり多いのではないか、また、１年間取り組んでみて、不具

合があれば組み替えてもいいのではないかとの意見があった。

　以上、報告第１号平成２７年度事業計画案について、賛成多数で承認された。

　報告第２号平成２７年度予算案について、山里常務理事より資料に沿って説明され

た。一般会計の収入の部は、受取会費に３０万円上乗せし９８，３００，０００円等で

経常収益計１０８，９３４，００２円となる。支出の部は、日薬会費として支払負担金

で、１３，７００，０００円等で、経常費用計１１２，１８９，３７０円で当期経常増減額が

−３，２５５，３６８となる。収益事業部からの繰入より当期純損益は−１，０７７，００２円とな

る。次に、収益事業部の会営薬局うえはらでは、当期一般正味財産増減額１０，１０３，９２０

円で、当期指定正味財産増減額−１，１０９，７７８円となり、８，９９４，１４２円の利益計

上となる。会営薬局とよみでは、薬局長不在ではあるが、人件費を計上して予算を組んだ。

当期一般正味財産増減額６，４６５，６７３円で、当期指定正味財産増減額が０であるため、

６，４６５，６７３円の利益計上となる。試験検査センターは、売上総利益１２，６０８，６６８

円、経常費用計２１，９０６，０７２円で、当期純損益−５，２６７，４０４円となる。その

他事業会計は、売上総利益１，９００，２００円、経常費用計７，４９１，５４３円で、
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当期純損益−３，４１１，３４３円となる。琉大ＦＡＸコーナーは、例年並みで売上総利益

３，６００，１００円、経常費用計３，６６８，０００円、当期純損益は−９６，９００円となる。

会営薬局医療センター前は、売上総利益が３５，０５１，０００円、当期一般正味財産増減額−

３，６３８，０００円、当期指定正味財産増減額−９００，０００円で−４，５３８，０００円の

損失となる。会全体では、当期一般正味財産増減額４，１５５，９４６円、当期指定正味財産増

減額−３，０８６，７８０円で相殺すると１，０６９，１６６円の純利益となる。

　我喜屋理事より、次のとおり質問された。医薬品の価格交渉はどのように行っているか。

　山城課長より、次のとおり回答した。事務局より予算を分析し薬価差益率を算出し、それに

基づいて現場で価格交渉を行っている。

　以上、報告第２号平成２７年度予算案は、承認された。

　議案第１号平成２７年度会費額に関する件について、山里常務理事より、会費額については、

正会員会費、賛助会員会費、特別会員会費とも前年度同様であることが述べられた。議案第１

号平成２７年度会費額に関する件は、承認された。

⑷　一般社団法人沖縄県薬剤師会　会長候補者及び監事選挙について

　田場専務理事より、次のとおり説明された。臨時総会での議案となる一般社団法人沖縄県薬

剤師会会長候補者及び監事立候補について、会長候補者に亀谷浩昌先生の一名で、監事立候補

者に大城桂子先生、友利弘一先生の二名でそれぞれ定数内である。各立候補者について確認さ

れ、承認された。

⑸　第７２回通常総会開催日について

　案；６月２１日（日）１３時〜　於：沖縄県薬剤師会館

　山城課長より、第７２回通常総会を平成２７年６月２１日（日）１３時から開催することが

提案された。また。それまでのスケジュールが資料に沿って説明され、承認された。

　神村会長より、次のとおり述べられた。今年度も通常総会では、代表質問制度を実施する。

各地区とも、スケジュールを確認し、事前に代表質問の準備に取り組んでほしい。

⑹　４月の幹事会日程について

　案；４月２日（木）　※第1水曜日の４／１が会長公務のため

　田場専務理事より、次のとおり提案された。４月の幹事会予定日は、第１水曜日の４月１日

であるが、その日、神村会長に公務が入っているため、翌４月２日（木）に開催したい。

　承認された。

⑺　５月の幹事会、理事会日程について

　幹事会→案；５月１２日（火）　※第１水曜日の５／６が連休中の為

　理事会→案；５月１６日（土）

　５月の幹事会は第１水曜日の５月６日が連休のため、５月１２日（火）に、理事会は５月９

日の第２土曜日は連休明けで理事会資料作りができないので、５月１６日（土）に開催される

ことで承認された。

⑻　平成２７年度「薬と健康の週間」での県民公開講演会特別講師の推薦について

　田場専務理事より、次のとおり説明された。平成２７年度「薬と健康の週間」での県民公開

講演会の特別講師について、推薦が挙がっているのは、先日の「薬局・薬剤師を活用した健康

情報拠点事業」の講演会で講師をされた吉田先生一人だけである。

　神村会長より、次のとおり述べられた。一般県民が、喜ぶような講演会をしたい。ぜひ、推

薦いただきたい。
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　田場専務理事より、次のとおりお願いされた。次回の理事会で県薬推薦を決定したい。多く

の講師の推薦をお願いしたい。

⑼　沖縄県薬剤師会　災害対策マニュアル案について

　吉田副会長より、次のとおり資料に沿って説明された。災害対策マニュアルが完成した。日

薬や大分県を参考にし、沖縄県版として作成した。項目は大きく４つの章に分けており、Ⅰ．

対象とする災害範囲、Ⅱ．平時からの備え、Ⅲ．災害発生時、Ⅳ．被災地における支援薬剤師

の活動。参考資料として備えるべき薬品リスト。災害時携行用医薬品リスト等となっている。

平時からの備えと災害発生時の備えで内容が重複している部分もあるが、あえて両方に記載し

ている。今回は第１版とし、必要に応じて修正していきたい。今後、備えるべき防災品、災害

時携行用医薬品、災害時携帯用薬剤関連資材等、薬剤師会で備えて置く必要のある物を毎年少

しずつ整備していきたい。このマニュアルは、沖縄県薬剤師会目線での対策マニュアルである

ため、全会員には、配布せず、各地区と県薬理事に配布したいと思っている。ホームページに

は掲載する。

　以上、承認された。

⑽　日本薬剤師会雑誌新シリーズ企画

　「都道府県薬剤師会〜こんな事をやってます〜」へのご執筆のお願い

　神村会長より、次のとおり説明された。日薬より、日薬雑誌で各都道府県薬独自の取り組み

を紹介したいとのことで執筆依頼があった。執筆の題材として、神棚の件、県民健康フェアの

件、他府県薬ではそれほど開催されていない県薬学術大会の件等を考えてみたい。広報委員会

でまとめていただきたい。

　宮城広報委員長に確認され、広報委員会で執筆することで承認された。

⑾　組織編成について

　議題３の臨時総会の平成２７年度事業計画案の審議にて組織編成が了承された。

報告（会）

⑴　会営薬局の調剤保険料等（２月分）及び病院別院外処方せん発行状況　　　　＜資料配布＞

⑵　薬事情報センター運営委員会        　   2月5日（木）県薬＜資料配布＞

　姫野理事より、次のとおり報告された。平成２６年度事業経過報告として、平成２６年度研

修会報告、第７６回九州山口薬学大会薬事情報センター連絡協議会in長崎の報告があった。平

成２７年度事業計画については、委員会の組織編成により新たにスポーツファーマシスト事業

として、公益財団法人沖縄県体育協会スポーツ医・科学委員会との連携、ドーピングホットラ

イン業務等が、昨年同様の活動を担うこととなった。

⑶　平成２６年度高度管理医療機器等継続研修会（八重山）　   2月15日（日）石垣市民会館

　吉田副会長より、参加者は５名であったと報告された。

⑷　ジェネリック医薬品使用促進の先進事例ヒアリング調査についての事前打ち合わせ

⑸　個別指導（２薬局） 　　　　　2月19･26日（木）那覇第一地方合同庁舎･3月12日（木）県庁

⑹　ジェネリック医薬品使用促進の先進事例ヒアリング調査　  2月16日（月）県薬

                　　 2月23日（月）県薬＜資料配布＞

　神村会長より、次のとおり報告された。みずほ情報総研株式会社が厚生労働省から依頼され、

沖縄県のジェネリック医薬品使用率が高い理由はなぜかとのヒアリング調査があった。これま

でも各取材に回答しているが、最終的には県民性によるのではないのか。ドクター、薬剤師、
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患者ともに他府県に比べてジェネリックへの変更に抵抗感がないのではとの結論に至る。薬剤

師として何も努力していないという事ではなく、県薬においても先駆けてポスターを作成した

り、薬局の在庫負担の軽減のためのシステムを構築したりと取り組んできた。

　江夏常務理事より、次のとおり述べられた。医師にしても必ずしも先発医薬品でなくてはい

けないという概念はないのではないか。

　村田理事より、次のとおり述べられた。大規模病院が、薬事委員会等で積極的に切り替えて

いったのも大きな要因ではないか。

　神村会長より、次のとおり述べられた。県立病院、公立病院等が、切り替えていった点は大

きいと思われる。患者さんに勧める場合にも県立病院で使用している医薬品であると伝えると

安心してもらえる。

⑺　災害対策委員会            3月2日（月）県薬

⑻　小児救急電話相談（＃８０００）打ち合わせ    3月6日（金）県薬

⑼　「小児救急電話相談事業＃８０００」に関する協議会  3月9日（月）沖縄県医師会

　吉田副会長より、次のとおり報告された。小児救急電話相談は、国から各都道府県に対して

事業の実施が求められおり、沖縄県においては、最後の４７番目の実施で、平成２２年に県医

師会が企画し、看護協会の看護師が中心となり、バックアップで医師が対応することで始まっ

た。今回、お薬に関する相談は薬剤師会に対応いただきたいとのことで話があり進めている。

会営薬局医療センター前の開局時間を活用し午後７時から午後１１時までの相談事業となる。

お薬に関する相談は、実績として日に２，３件で、＃８０００にかかってきた相談は、一旦看

護師が対応し、内容を確認して必要に応じてドクターの指示を仰ぐ。またお薬の相談であれば、

会営薬局に転送することになる。今月中に稼動する予定である。訴訟問題に注意する上で、基

本的には相談者に対し、薬剤師が指示はせず、あくまでも最終判断は、保護者に委ねることを

心がける。

⑽　沖縄県財政支援制度（基金）による薬剤師確保事業について　　　　　　　　＜資料配布＞

　吉田副会長より、次のとおり報告された。薬剤師確保事業については、１月から実施できる

かと思われていたが、許可が下りず、交付決定前着手届を出す必要があるということで急遽申

請し、やっと許可が下りた。薬剤師確保事業は、沖縄県内に勤務する薬剤師を確保するため、

全国の薬科大学をはじめ、薬剤師就職合同説明会、薬剤師国家試験合格ゼミナールにおける

進路相談会等へ出向き、就職斡旋を実施していく。沖縄県内で就職させるための事業であり、

特定の薬局、病院のためではない。県内の薬剤師不足を少しでも解消できるよう活動してい

きたい。

⑾　「歯・口から始まる健康づくりを考えるフォーラム」について

                2月15日（日）てんぶす ＜資料配布＞

⑿　「薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業」に関する講習会　2月25日（水）県薬

⒀　保健福祉委員会（在宅小委員会）       2月27日（金）県薬

⒁　第５回在宅医療に関する講習会       3月 1日（日）県薬　　 ＜資料配布＞

⒂　第６回子ども禁煙研究会         3月 7日（土）県薬

⒃　第１７６回全国禁煙アドバイザー育成講習会    3月 7日（土）県薬　　 ＜資料配布＞

⒄　ＢＬＳ講習会               3月8日（日）おきなわクリニカルシミュレーションセンター

⒅　八重山地区健康拠点推進事業･ＢＬＳ講習会     3月10日（火）大濱信泉記念館

⒆　平成２６年度第２回スポーツ医･科学委員会　3月11日（水）沖縄県体育協会　＜資料配布＞
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⒇　健康情報拠点推進事業会議        　 3月13日（金）県薬

�　平成26年度地域･在宅医療、薬局･薬剤師を拠点とした健康情報拠点推進事業等担当者全国会議

            3月14日（土）ＴＫＰ市ヶ谷カンファレンスセンター

　⑾ から � は笠原理事出張で欠席のため、次回に報告する。

　前濱常務理事より、次のとおり資料に沿って述べられた。「歯・口から始まる健康づくりを

考えるフォーラム」の案内が南部地区歯科医師会より、学薬部会長宛に届いた。その時に、こ

のフォーラムの演者に県薬理事職名で学薬の立場で「フッ化物洗口事業に対する学校薬剤師の

連携について」との題目で組まれていることを初めて知った。フッ素洗口については、学校の

中でも養護教諭が薬品の管理が大変であるとか、フッ素自体も薬品として洗口に使われている

薬品を使うのか等、重要な物質が含まれており、検討していかなくてはいけない項目が多いに

も関わらず、学薬部会では、ぜんぜん話し合いがされていない。これは条例にも係わっている

ため気をつけないといけない。県薬に講師の推薦依頼があったら、関係部会等の長には、連絡

いただきたい。また依頼団体から事前に直接講師に投げかけられても相談なく引き受けるのは

おかしいと思う。

　また別件で、那覇市学校薬剤師支部から那覇地区学薬の先生方に勉強会のお知らせがきてい

ると思うが、会場が葬祭場となっている。常識的にどうかと考える。ご意見を伺いたい。

　神村会長より、次のとおり述べられた。こういう事がないように部会・委員会等では、お互

いの中でしっかり連絡を取り合うことが筋である。講師推薦依頼についても、県薬でも知らな

いことが、内々で事前に決まった中で講師名が入って送付されてくることがある。その講師の

意見は、県薬剤師会の意見となるため、しっかり県薬の代表であることを認識してほしい。ま

た、那覇市学校薬剤師支部の勉強会が葬儀場というのは、常識的におかしい。周囲からは、薬

剤師は常識はずれで不謹慎と思われかねないため、会場の見直しを考えてほしい。

　亀谷常務理理事より、県薬という組織であるため、しっかり手順を踏まなくてはいけない。

�　ＪＰＡＬＳ研修会          　 2月15日（日）県薬

　亀谷常務理事より、次のとおり報告された。これまで研修会を５回開催し、合計で４５人前

後が参加した。その結果、ＪＰＡＬＳのレベル５の登録者は１５１名、レベル５の認定更新者

が４５名となった。

�　損保ジャパン日本興亜来訪        　 2月17日（火）県薬

　亀谷常務理事より、次のとおり報告された。患者の虫刺されへの薬剤師の対応に関する事故

があった。その時に、日薬賠償保険の適応が認められず、薬剤師自身でかなりの金額を支払

い解決した事例があった。事故過誤対策委員会としては、この決定に納得がいかず、損保ジャ

パンに申し出をした。大きなポイントは、薬剤師が行った行為が医療行為に当たるため、保険

適応できないと通知されたこと。もう一つは損保ジャパンの担当者の初期対応が悪く、患者さ

んの心証を悪くした結果、賠償額が高額になった。そういった二つの理由で納得いかなかった。

その案件を九山学術大会の医療安全会議に挙げて協議して頂いた結果、沖縄県薬の主張が正し

いのではないかということになり、日薬の損害賠償担当で福岡県薬の田尻先生より、損保ジャ

パンの本社にかけあって頂いた。本社側は我々の主張を認め、善処したいと動いているようで

ある。まだ結果は出ていないが、良い結果になることが期待される。

�　平成２６年度第３回医薬品事故･誤対策委員会   　 3月11日（水）県薬　＜資料配布＞

　亀谷常務理事より、次のとおり報告された。先日の医療安全講習会の結果を話し合った。参

加者が１３０名、８名が非会員で１万円の参加費を徴収した。
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�　ＦＡＸコーナー担当者意見交換会    　　　2月15日（日）県薬

　江夏常務理事より、次のとおり報告された。ＦＡＸコーナー担当意見交換会は医薬分業対策

委員会が２年に１回、ＦＡＸコーナー担当の方と意見交換会を行っている。事前にアンケート

をとり、それを参考にして各ＦＡＸコーナーの運営状況など活発に意見を交わした。ＦＡＸ

コーナーの職員が患者さんにどこまで関わるべきか討論した。中部地区ではＦＡＸコーナーを

無人化に向け取り組んでいるので、そうすると患者サービス低下の結果、処方箋応需が面に拡

がらない要因となるのではないかとの意見があった。他の地区からは病院側の医事課の委託業

者が変わる事によって、患者さんがＦＡＸコーナーを通るようになった。前の委託業者は協力

的ではなかったとの報告があった。また、薬局情報として麻薬を取り扱っている薬局をどのよ

うに把握していくかとのことであったが、基準薬局１・２を取得している薬局は麻薬を取り扱

わないといけないため、九州厚生局のホームページからその情報を入手し一覧表にして配布し

た。依然として院外薬局の患者対応には格差があるため、各ＦＡＸコーナーは地区担当役員と

相談し連携をとってほしい。

�　健康とおくすり相談会（うるま支部）      3月8日（日）具志川ドーム

　江夏常務理事より、次のとおり報告された。昨年からうるま支部では、行政からの要請によ

り、ウォーキング大会会場で相談会を実施した。朝６時に集合して準備し、ウォーキング大会

が始まる前の７時から相談コーナーを開所した。出場者の方に呼びかけ、血圧の計測、動脈硬

化の測定を行った。総計、６８名の相談者があった。他のコーナーよりも多くの人で賑わい、

うるま市長からも激励のお声をかけていただいた。薬剤師１２名で連携して対応し、２時半に

終了した。

�　平成２６年度沖縄県献血推進協議会      2月17日（火）県庁

　前濱常務理事より、次のとおり報告された。献血推進協議会はリピーターを増やすために高

校生を対象に動いている。血液センターから学校に講師を派遣して献血について講話をしても

らい、献血車が採血に出向く。高校生の時に献血したことがあると大人になってから定期的に

献血に来る人が多いとのこと。

�　学校薬剤師部会全国担当者会議       3月4日（水）日薬

　前濱理事より、次のとおり報告された。部会の行動計画として部会のブロック会議開催が了

承された。日程的には、次年度、長崎でブロック会議が行われる時に開催したい。平成２７年

度からは、学薬の負担金はとらないことになった。

�　財務委員会             2月18日（水）･3月10日（火）県薬

�　豊見城薬局との打ち合わせ         2月18日（水）会営薬局とよみ

�　平成26年度第２回健康づくり（福寿うちな〜）推進協議会　2月24日（火）サザンプラザ海邦

　我喜屋理事より、次のとおり報告された。協会健保沖縄支部が組織している当協議会では、

４年前からジェネリック医薬品の使用促進についてクローズアップされていたが、今回の内容

にはジェネリック医薬品の件はなかった。今回は、特定保健受診率が少しずつ向上してきてい

るという報告があった。そして沖縄県は平成１２年から平成１９年までは低出生体重児の割合

は全国１位がずっと続いており、妊娠初期の栄養摂取状態が大きな要因ではないかということ

で調査に入っている。次に、データヘルス計画を３年計画で協会健保が行っている。３５歳〜

７４歳の脂質異常者の中性脂肪を６％減らすという目標で行っている。６５歳までの死亡率が

沖縄は１位ということである。

�　平成２６年度第３回地区調整機構会議   　 2月27日（金）ホテル福岡ガーデンパレス
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�　薬学生実務実習受入委員会       　 3月3日（火）県薬　＜資料配布＞

　我喜屋理事より、次のとおり報告された。薬学生実務実習九州山口地区調整機構会議があり、

４１名の参加であった。ワークショップの件で、病院薬剤師側の指導薬剤師が６０歳定年でリ

タイアする方が多くなることで、病院枠をＳＧ（スモールグループ）１つにつき１名増やしＳ

Ｇ１０名枠で受けることになった。年３回のＷＳ（ワークショップ）で、それまで４２名だっ

たところ６３名となる。審議事項の中で、実習対象学生が進級できず、実習が受けられなくなっ

た場合、受入薬局の準備もあるため、早急に連絡もらえる体制を検討いただきたいとのことで

あった。また県内でワークショップ参加者を募っているが、１１〜１２名からの希望がきてい

る。地域単位のバランスを考えて派遣していきたい。今後、委員会としても地区薬剤師会と連

携を密に取っていきたい。

�　会営薬局うえはら、とよみの薬剤師の状況について

　我喜屋理事より、次のとおり報告された。今月のとよみの状況で、薬剤師１名が退職したこ

と、また５月の連休に向けて薬剤師シフトを調整すること、豊見城薬局との日曜日、祝日のシ

フトを病院側に、早めに連絡しないといけないこと等となっている。また内定が決まっている

新卒者の国家試験の結果が気になるが、いつ頃から勤務できるのか調整中である。

　神村会長より、次のとおり述べられた。先日、当県で開催された九州ブロック会義で、日薬

会長に、救急対応の薬局においては管理薬剤師の兼務を認めていただくことを日薬の方で交渉

できないか質問した。これは各県で対応すべきとの回答であったが、九州４県からの意見で、

救急対応で会営薬局であること等の条件のもと県から了承されているとのこと。これまでも

県および保健所と積極的に交渉しているが、これらの他県の状況を参考に県側と交渉してい

きたい。

�　平成２６年度第２回南部地区健康おきなわ２１推進連絡会議

              　 2月19日（木）南部保健所　＜資料配布＞

　新垣理事より、次のとおり報告された。健康おきなわ２１主催で、健康展を開催している。

その健康展を継続するかどうかの話合いがあった。

�　平成２６年度第３回地域医療支援病院運営委員会 2月19日（木）パシフィックホテル沖縄

　神村会長より、次のとおり報告された。豊見城中央病院で地域医療支援病院運営委員会が

あった。委員のメンバーは糸満市長、豊見城市長、豊見城市消防署長、登録医の代表、南部地

区医師会長、県薬剤師会長、そして一般の方の構成となっている。

�　日本薬剤師会　第８４回臨時総会  　  2月21・22日（土・日）ホテルイースト２１東京

　神村会長より、次のとおり報告された。２日間にわたり開催された。会館建設の問題やチェー

ン薬局の薬歴管理をしていなかったことについては、メディアであれだけ大きく取り上げられ

ていることもあり、次の調剤報酬改訂のときに非常に問題になるだろうとのことであった。そ

れ以外については、日薬の会報を読んでいただきたい。

�　沖縄県交通遺児育成募金贈呈式     　 2月24日（火）琉球新報社

　神村会長より、次のとおり報告された。この募金は毎年行っており、これまでに３団体で

２５回行い、総額１７，４７０，０００円になっている。

�　地区会長会議           　 2月28日（土）県薬

　神村会長より、次のとおり報告された。各地区からいろいろ報告いただいた。北部地区から

保健所を通じて全国で事例が増えている子供の医薬品の誤飲防止のため、注意を促すポスター

を作成し、県民に周知してほしいことの説明があった。県薬でポスターを作成し、各薬局に
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配ることにした。中部地区から、お薬手帳にも注意喚起文を掲載してはとの提案があった。こ

れについても在庫をみて実施していきたい。

�　九州厚生局長来局           　 3月4日（水）県薬

�　沖縄県医療審議会医療法人部会及び有床診療所部会  　 3月9日（月）県庁

　神村会長より、医療法人部会及び有床診療所部会の会議で資料の持ち出しは厳禁であるた

め、資料を提示できない。委員は医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会、弁護士の５団体

である。

�　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　幹事会

        3月11日（水） 社会保険診療報酬支払基金沖縄支部

�　平成２６年度薬剤師継続学習通信教育講座・スクーリング  2月22日（日）県薬

　村田理事より、女性薬剤師部会の活動として、平成１８年から行っている通信教育で、スクー

リングを２月２２日に行った。毎年４月から翌年３月までに、一般社団法人日本女性薬剤師会

発行の１０冊のテキストが配布され、スクーリングは年１〜２回行うよう、現地女性薬剤師部

会に任されている。沖縄は毎年１回、１０部門に対して４部門のスクーリングを行っている。

内容に関しては、女性のライフサイクルということで「なおこクリニック」の高宮城先生、肩

こり・腰痛で「よしかわ整形クリニック」の吉川先生、糖尿病で「田仲医院」の田仲先生、睡

眠は「名嘉村クリニック」の名嘉村先生にお願いし行われた。人数が５２人と昨年よりはわず

かに減少した。一般社団法人女性薬剤師会が認定機構になり単位を出すようになったため、今

回日本薬剤師研修センターの単位がつけられなかったことが影響したのかと考えている。研修

センターは２０％の互換性を、女性薬剤師会は５０％の互換性を認めているので、次年度はこ

の周知を図りたいと思う。当日は１０時から４時まで、１コマ７０分で行ったとの報告があった。

�　平成２６年度自殺予防対策事業 ゲートキーパー（薬剤師）スキルアップ研修会

                　 3月8日（日）県薬

　村田理事より、次のとおり報告された。今回、埼玉薬剤師会の作成したＤＶＤの視聴と、沖

縄県の自殺を取り巻く実情報告、仲本晴男先生の講演の形で行った。自殺者は全国で３万人を

超えていたが平成２４年を境に３万人を切っている。沖縄県も３００人を超えていたのが平成

２４年度２７４人、２５年度２７８人、平成２６年度も去年と同じ２７８人を推定していると

のことである。仲本先生はうつと認知行動療法について、対患者さんのみならず周囲の方や職

場での対処法についても詳しく語られた。例えば自殺が起こった場合、すみやかに正確な情報

をすぐに流さないといけない、そうしないと勝手な憶測が流れ傷つく人が増えるとのことで

あった。参加者が３１人と少なく残念であった。

�　平成２６年度第２回自殺対策検討委員会    　 3月10日（火）県薬　＜資料配布＞

　村田理事より、次のとおり報告された。委員会では、これまでの反省と次年度の計画につい

て話し合った。気づき、つなぐための体制づくりとして、情報提供書のフォームを考案中で、

医師会とも連携しながら作成し、完成次第、恐らく次年度になると思うが各薬局に配布したい。

�　健康とおくすり相談会（那覇地区）      　 2月22日（日）経塚シティ

　姫野理事より、次のとおり報告された。１３時〜１６時で､場所はサンエー経塚シティで開催

した。相談員は５名、相談者は４５名であった。

　亀谷常務理事より、次のとおり述べられた。サンエーも非常に協力的である。参加者といろ

いろ話もできるので自分の勉強にもなる。是非、皆さんも相談員として参加し地域に貢献して

ください。
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�　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　審査委員会

2月23･24･25日（月･火･水） 社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査委員会室

�　抗インフルエンザウイルス薬・衛生資器材の流通状況及び

  　　在庫状況把握体制についての各卸との打ち合わせ　2月24･26日（火･木）県薬

　田場専務理事より、次のとおり報告された。沖縄県新型インフルエンザ等対策行動計画に基

づき、パンデミックの際の県備蓄薬の放出時期を判断するため、抗インフルエンザウイルス薬・

衛生資器材の流通及び在庫状把握が必要とのことで、県から薬剤師会が業務委託を受け、その

内容を県内卸業者５社琉薬、スズケン、ダイコー、アトル、沖縄東邦を集めて説明会を行った。

�　沖縄県保健医療部健康長寿課より来局     　 2月25日（水）県薬　＜資料配布＞

　田場専務理事より、次のとおり報告された。沖縄県保健医療部健康長寿課より、健康長寿おき

なわ復活に向けたロードマップの作成について、県民会議に向けての説明であった。そこで県薬剤

師会も新たな取り組みとして「薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点事業」を始めたことを伝えた。

�　平成２６年度「健康づくり支援事業」第２回推進委員会

3月5日（木）沖縄県総合福祉センター　＜資料配布＞

　田場専務理事より、次のとおり報告された。吉田久子先生の代理で参加した。

�　平成２６年度第２回薬剤師会薬事情報センター実務担当者等研修会  2月27日（金）日薬

�　会計監査         2月27日（金）・3月2日（月）・3月3日（火）県薬

�　沖縄県防災会議委員の就任及び幹事の推薦について        　＜資料配布＞

　吉田副会長より、次のとおり報告された。３月２日に災害対策委員会を開催した。災害対

策基本法に基づく「指定地方公共機関」に沖縄県薬剤師会が指定された。「指定地方公共機関」

に指定されたことで、救急車両の事前登録が可能になり、県からの要請により災害現場への派

遣に対応することになる。また沖縄県防災会議委員の就任及び監事の推薦依頼があり、防災会

議の委員に神村会長、幹事には災害対策委員長である私で届出をした。

　神村会長より、次のとおり述べられた。これまで「指定地方公共機関」には薬剤師会の名前

がなかったが、指定されたということは、これまでの災害現場において、薬剤師の活動が認め

られたということである。とても良いことであると同時に、それだけ責任が重くなる。

�　平成26年度事業報告、決算書の提出について

　田場専務理事より、次のとおり報告された。各部会は、平成２６年度事業報告、決算書、各

地区は、平成２６年度事業報告をともに４月２０日までに提出をお願いしたい。

＜県薬が会員に販売している印刷物等＞

◦国保総括票     　25枚　１冊　100円 　　◦お薬手帳カバー  １枚　22円

◦市町村別請求書（その１） 　50枚　１冊　160円 　　◦薬歴カード  　　 各１枚　５円

◦市町村別請求書（その２） 　１枚　　　　 10円   　　国保 （本人・家族） 青色

◦調剤報酬明細書    　50枚　１冊　160円   　　社保 （本人） 　　　白色

◦管理薬剤師業務日報　　   １年分　１冊　600円   　　社保 （家族） 　　　桃色

◦処方せん    　　　   100枚　１冊　160円

【改訂版薄手お薬手帳】表紙色（薄青色）１４ページ　価格 税抜き１２円

【現行リニューアル版】表紙色（薄黄色）３４ページ　価格 税抜き２２円

お知らせ

（ ）
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１水◦三師会懇談会　えなみ（那覇市）　神村会長

　　◦浦添地区地域連携の会（研修会）　ラグナガーデンホテル　共催：ブリストル・マイヤーズ（株）

　　◦社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査委員会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査

　　　委員会室　社会保険医療担当：仲真良重氏

２木◦平成２７年度第１回定例幹事会　県薬研修室

　　◦社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査委員会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査

　　　委員会室　社会保険医療担当：仲真良重氏

３金◦管理薬剤師業務講習会（宮古）　宮古地区薬剤師会事務所　講師：仲真委員長（医療保険委員会）

４土◦第３回琉球整形外科フォーラム　沖縄県医師会館　共催：中外製薬（株）

８水◦社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　神村会長

　　◦沖縄県保健医療部薬務疾病対策課を訪問　県庁　神村会長、田場専務理事、山城課長

９木◦八重山地区リウマチ疾患勉強会　沖縄県立八重山病院

　　◦平成２７年度第１回フィジカルアセスメントに関する打合せ会議　県薬研修室

11土◦沖縄認知症ネットワーク第２５回学術集会　沖縄県医師会館　共催：エーザイ（株）

　　◦平成２７年度第１回定例理事会　県薬研修室

12日◦学校薬剤師部会役員会　部会室

13月◦損保ジャパン日本興亜来訪　県薬会議室　亀谷常務理事、大城係長

　　◦中部地区研修会「臨床薬剤師育成講習会」　(株)ダイコー沖縄

15水◦会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局金城・前原

　　◦沖縄糖尿病・生活習慣病学術講演会　ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー 

　　　共催：大正富山医薬品（株）

16木◦新規経口抗凝固薬学術講演会　ザ・ナハテラス　共催：ブリストル・マイヤーズ（株）

17金◦糖尿病学術講演会　沖縄県医師会館　共催：第一三共（株）

　　◦第７回ＯＰＥＮ学術講演会　ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー 　共催：

　　　グラクソ・スミスクライン（株）

　　◦八重山地区薬剤師会総会　大濱信泉記念館（石垣市）

18土◦学術研修委員会主催「ハイリスク薬の薬学的管理講習会」　県薬ホール　講師：松本有右氏

20月◦社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査委員会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査

　　　委員会室　社会保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏・照屋林一郎氏

21火◦会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局金城・前原

　　◦社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査委員会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査

　　　委員会室　社会保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏・照屋林一郎氏

22水◦九州山口地区薬剤師会薬局実務実習受入調整機関運営委員会　福岡県薬剤師会館　我喜屋理事

　　◦管理薬剤師業務講習会　大濱信泉記念館　講師：仲真委員長（医療保険委員会）

　　◦社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査委員会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部審査

　　　委員会室　社会保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏・照屋林一郎氏

23木◦なごみ会主催県民健康フェア第４回実行委員会　沖縄県医師会館　笠原理事、稲福係長

26日◦平成２７年度学校薬剤師部会新任研修会　県薬研修室

　　◦学校薬剤師部会役員会　県薬部会室

27月◦九州山口薬剤師会代表者会議　福岡県薬剤師会館　神村会長、吉田副会長

平成２７年４月

会 務 報 告
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27月◦九州山口地区薬剤師会薬局実務実習受入調整機関評議員会　福岡県薬剤師会館　神村会長、

　　　吉田副会長

28火◦平成２７年度「薬と健康の週間」第１回調整会議　那覇市保健所　田場専務理事、稲福・

　　　大城両係長

　　◦日本薬剤師会雑誌寄稿記事に関する打合せ　県薬会長室　神村会長、宮城常務理事、大城係長

30木◦健康情報拠点推進事業会議　県薬会議室　田場専務理事、江夏常務理事、笠原理事、上原

　　　幸代委員（保健福祉委員会）、稲福係長

１金◦平成２７年度　第１回沖縄県がん診療連携協議会　琉球大学医学部管理棟　神村会長

　　◦平成２７年度第１回スポーツ医・科学委員会　沖縄県体育協会スポーツ会館　薬事情報

　　　センター吉田典子

７木◦決算会計監査　県薬会議室　大城・伊敷両監事、神村会長、田場専務理事、山里常務理事、

　　　山城課長、事務局金城・前原

　　◦グッジョブおきなわ推進事業「未来の人材育成事業」について打ち合わせ　県薬研修室

　　　大城恭子（学校薬剤師部会副部会長）、大城係長

８金◦社会保険診療支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　神村会長

10日◦学校薬剤師部会役員会　県薬部会室

11月◦第１期薬学生実務実習開始（７月２６日迄）　各薬局

　　◦実務実習オリエンテーション　県薬研修室

　　◦沖縄県薬業連合会監事監査　県薬会議室　

12火◦沖縄「がん疼痛治療・医療用麻薬」関連研修会（南部地区）　沖縄協同病院　共催：大日本

　　　住友製薬（株）

　　◦平成２７年度第２回定例幹事会　県薬研修室

13水◦平成２７年度第１回都道府県会長協議会　日本薬剤師会　神村会長

　　◦沖縄「がん疼痛治療・医療用麻薬」関連研修会（中部地区）　翔南病院　共催：大日本住友製薬（株）

　　◦平成２７年度第１回医療安全対策委員会　県薬研修室

14木◦個別指導（２薬局）　那覇第一地方合同庁舎　吉田副会長

15金◦平成２７年度第１回九州・山口地区実務実習調整機構会議　博多都ホテル　我喜屋理事

　　◦ＴＰＰから国益を守る沖縄県民集会　浦添市てだこホール　山城課長

　　◦糖尿病治療を考える会　ヒルトン沖縄北谷リゾート　共催：田辺三菱製薬（株）

16土◦平成２７年度第２回定例理事会　県薬研修室

17日◦なんみん祭　波上宮　田場専務理事

　　◦那覇地区薬剤師会総会及び特別講演会　県薬ホール

19火◦沖縄県産業・雇用拡大県民運動推進本部会議　沖縄県市町村自治会館　田場専務理事

　　◦南部地区研修会「南部地区喘息講演会」　豊見城中央病院

20水◦平成２７年度沖縄県「ダメ。ゼッタイ。」普及運動実行委員会　サザンプラザ海邦　神村会長

　　◦平成２７年度那覇市政功労者表彰　那覇市パレット市民劇場　西登貴世（被表彰者）

21木◦沖縄県自然保護課・緑化推進課より来訪　県薬会議室　宮城常務理事

　　◦個別指導（２薬局）　県庁　川満直紀氏（医療保険委員会）

　　◦医療従事者のための吸入指導ワークショップ　沖縄県立南部医療センター・こども医療センター

　　　共催：グラクソ・スミスクライン（株）

平成２７年５月
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21木◦北部地区薬剤師会学術研修会（がんの痛みの治療とレスキュー薬の役割）　北部地区薬剤師会館

23土◦第５回沖縄抗ＨＩＶ薬勉強会　琉球大学医学部附属病院臨床講義棟　共催：ヴィーブ

　　　ヘルスケア（株）

　　◦宮古地区薬剤師会総会　宮古地区薬剤師会事務所　神村会長

24日◦中部地区薬剤師会総会　沖縄市産業交流センター　田場専務理事

25月◦薬学生実務実習（学校薬剤師について）　県薬研修室　講師：笠原理事

　　◦沖縄県在宅医療連携体制推進委員会第６回在宅医療連携システム構築に係る小委員会　沖縄

　　　県医師会館　吉田副会長、笠原理事

26火◦管理者会議　県薬研修室

　　◦社会保険診療支払基金沖縄支部審査委員会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　社会

　　　保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏・照屋林一郎氏

27水◦自然環境保全審議会温泉部会　県庁　宮城常務理事

　　◦平成２７年度第１回沖縄県自然環境保全審議会　県庁　宮城常務理事

　　◦中部地区研修会「臨床薬剤師育成研修会」　(株)ダイコー沖縄

　　◦社会保険診療支払基金沖縄支部審査委員会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　社会

　　　保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏・照屋林一郎氏

28木◦個別指導（２薬局）　那覇第一地方合同庁舎　吉田副会長

　　◦平成２７年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会推奨講演会　ラグナガーデンホテル

　　◦社会保険診療支払基金沖縄支部審査委員会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　社会

　　　保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏・照屋林一郎氏

29金◦グッジョブおきなわ推進事業「未来の人材育成事業」医療産業講話　浦添市立浦西中学校

　　　講師：松尾はつよ氏（学校薬剤師部会）、大城係長

　　◦平成２７年度第１回スポーツファーマシスト委員会　県薬会議室　

30土◦熱中症フォーラム２０１５　沖縄県立博物館・美術館　共催：（株）大塚製薬工場

　　◦沖縄ニコチン依存症研究会学術講演会　沖縄県医師会館　共催：ファイザー（株）

31日◦実務実習指導薬剤師養成講習会　県薬研修室

　　◦実務実習指導薬剤師更新認定講習会　県薬ホール

　　◦学術研修委員会主催「第１回薬剤師のための症例検討入門研修会」　県薬ホール　講師：

　　　大澤友二氏

　　◦広報委員会主催「アッセンハイマー慶子氏 来日記念講演会」　県薬ホール

平成２７年４月

４土◦自由民主党沖縄県支部連合会総務会　沖縄県市町村自治会館　神村会長

　　◦自由民主党沖縄県支部連合会大会　沖縄県市町村自治会館　神村会長

16木◦「名簿管理システム」説明会　日本薬剤師会　山城・稲福（事務局）

平成２７年５月

13水◦宏池会と語る会　東京プリンスホテル　神村会長

17日◦全国女性薬剤師の集い２０１５　グランドプリンスホテル新高車輪（東京都）　宮城敦子総務、

　　　前濱朋子氏

27水◦沖縄県薬剤師連盟総務会　県薬研修室

沖縄県薬剤師連盟会務報告
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転載記事
平成27年５月22日（金）沖縄タイムス

平成27年５月28日（木）琉球新報
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転載記事

平成27年５月29日（金）沖縄タイムス

平成27年５月30日（土）琉球新報



－ 68－

おきなわ薬剤師会報　平成27年５･ ６月号

転
載

記
事

平
成

2
7
年

５
月

1
2
日（

火
）

琉
球

新
報

平
成

2
7
年

５
月

2
2
日（

金
）

沖
縄

タ
イ

ム
ス



－ 69－

おきなわ薬剤師会報　平成27年５･ ６月号

転
載

記
事

平
成

2
7
年

６
月

８
日（

月
）

沖
縄

タ
イ

ム
ス

平
成

2
7
年

５
月

１
日（

金
）

沖
縄

タ
イ

ム
ス

会
員

の
狩

俣
イ

ソ
氏

 投
稿

会
員

の
松

尾
は

つ
よ

氏
が

講
演



－ 70－

おきなわ薬剤師会報　平成27年５･ ６月号

転載記事
平成27年　那覇市医師会報　春季号



－ 71－

おきなわ薬剤師会報　平成27年５･ ６月号

※発行元のご許可を得て転載しています。
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　デザインを変えた新しい名刺を持ち始めた

途端、出会いがぐんと増えた。新しい出会い

だけでなく旧交を温めるきっかけにも恵まれ

た。それとリンクしてスケジュールもどんど

ん埋まり、活動のフィールドも広くなった。

その名刺の秘密、知りたくない？ 実はロゴ

マークを変え、色を慈愛のパワーに溢れ、幸

せを運んでくれるという「マゼンタ」にし

たのだ。縁あって、ドイツで薬局を経営して

いるアッセンハイマー慶子先生と東京で出会

い、ドイツの薬局事情を知ることになる。そ

んなとき、数年ぶりに再会した友人がイタリ

ア〜ドイツの薬局視察旅行の話を持ちかけて

きた。これもマゼンタ色の恩恵か？かくして

９月に渡独する予定です。　　　　（クララ）

　編集後記を書くのも今回が最後となる。

７月からは他の職務で薬剤師会の活動をする

ことになるだろう。思い返せば、この委員会

は私が県薬活動に深く関わるきっかけとなっ

ている。「あなたは文章が書けそうね」の一

言で時の中村麗子委員長に引っ張られたの

だった。以来１１年になる。緊張する他の委

員会に比べてこの委員会は、わいわいがやが

や、仕事なのか遊びなのか判然としないまま、

これまで楽しくやってきた。今では若い人た

ちが多数加わり、マンパワーが充実してき

ている。安心して彼らに後を託すことがで

きる。今後も本誌が会員の皆様のお役に立

ち、且つ、楽しく読んで頂けるであろうこ

とが期待できる。　　　　　　　　　　（亀）

　今年度会報１・２月号と３・４月号の表紙は

似ていると思いませんか？撮影地も写真撮影

者も全く異なるのに、同じような印象を持っ

た委員が数人いて、編集会議で会報の「表紙」

について話が盛り上がってしまいました。「会

報」がＢ５サイズから「Ａ４」サイズに変わ

り、表紙を会員の作品で飾るようになったの

はちょうど１０年前の平成１７年６月号からで

す。あの頃は「表紙」候補が複数あって、ど

れにするか決めるのも委員会の大事な仕事で

したが・・・（ここだけの話ですが、委員会で

決めた表紙とは別の表紙がいつも採用される

ので、いつのまにか委員会の議題から消えて

無くなってしまったのですが・・・）今や全国

版となった「会報の表紙」ともなると何でも良

い、というわけにはいかないので、事務局広

報担当のペーター君は相当苦労していたよう

です。というわけで、今回思い切って「表紙」

のコンセプトをもう少し柔軟に幅広く対応しよ

うという事になりました。「外国の薬局」シリー

ズが第一候補です。先日講演をして下さった

アッセンハイマー慶子先生の「ドイツの薬局」

が表紙を飾るのも、もう間もなくです。（ピアナ）

　「うりずん」という言葉がある。季節を表す

沖縄の言葉で、雨の恵みで草花が元気になる

雨の多い今の時期と私は思っていた。しかし

本当は、春分から梅雨入りの時期の２〜４月

頃をさすようだ。まあ色んな解釈があるとし

ておこう。うりずんが終わると太陽がまぶし

い季節が来る。もう夏は目の前だ。（みつなり）

　　　誌上ギャラリー（裏表紙）について

上：「ポタラ宮」 撮影地：チベット　photo by　屋嘉比 康作（屋嘉比薬局・名護市）

中央：「フラミンゴの大群」撮影地：アフリカ ケニア　photo by　成川 玲子（レオナ薬局・那覇市）

下：「海の宝石 ウミウシ（海牛）」撮影地：阿嘉島（沖縄県座間味村）  photo by　吉冨 弓江（（株）琉薬・浦添市）

　　　　　カラフルでおいしそうですが、食用には向きません。

編 集 後 記編 集 後 記

　会報の薬学の歴史も終了となる。このタイミングで、５月にはドイツの薬局尽くしとなった。

ハイデルベルグの薬事博物館のフーバー館長の話しを聞く機会を得て東京へ、沖縄県薬剤師会会

館ではドイツで薬局を開局されているアッセンハイマー慶子先生のヨーロッパ薬局事情の話を

聞いた。地域に密着したドイツの薬局、患者さん自身が自分の服用に責任を持っていること、等、

興味深い話だった。この流れで行くと、次は沖縄県薬剤師会様ご一行でのヨーロッパツアーか？

と夢は膨らむ。しかし、長期休暇のためには、まずは薬剤師の確保だろうか・・・　　（ＴＯＭＯ）
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　アッセンハイマー慶子先生のドイツの薬

局・薬剤師に関するお話が聞いてからとい

うものの、頭の中はドイツでいっぱい。次

の旅行先にするぞ！と意気込んでいる。特

に「薬局の日」の様子が見たい。風船を配っ

たり、人形劇を呼ぶなんてお祭りのようだ。

このアイデアを沖縄で取り入れたい。視察

旅行の土産はヴァイツェンかアイスワイン

かシュトレンか。早くも一人で盛り上がっ

ている。 　　　　　　　　　　　 （いさ吉）

　ここ最近、あちこちで若手薬剤師の活動

が盛んになってきている。その中でも、開

局と病薬との交流が目立つようになり、こ

れこそ青年部会としての最も重要なミッ

ションであり、大変嬉しく思いワクワクし

ている。先月、糸満で働いている複数の若

手薬剤師の先生方から相談があると誘われ

た。その内容とは、近隣で働いている複数

の若手（開局・病院薬剤師）を集い、独自

での地域活動を承認してほしいとのこと

だった。『各地区の若手で自由に活動しても

らい、各地区組織と青年部会は平等の立場

として横のラインで繋がってコラボしてい

く』という自分の構想に近づける可能性が

出てきた！これにより、先輩薬剤師の先生

方との交流も容易に作りやすくなり、今後

の薬剤師会の発展に繋がっていけばと切に

思う・・。実に楽しみだ〜！！          （ごり）

　先日、青年部主催のフォーラムに参加しま

した。薬剤師と政治について、と題した本

フォーラムはいつも目先のことばかりな自分

を考えさせてくれるよい機会になったと感じ

ています。詳しくは参加報告があるかと思う

のでそちらで。今回はその会場となったシー

メンズクラブで感じたことを…。初めて行っ

たシーメンズクラブは米軍人御用達（？）の

ようなレストランで、店員の方は基本、外人

の方が主です。フォーラムが終わり、タクシー

を待っている間、大先輩のＳ先生と少しだけ

一緒に飲んでいたのですが、店員さんと話を

する滑らかな英語に脱帽。聞けば若いころに

実地で言葉を学ぶため本レストランの会員

になっていたとか…。全く英語が話せない自

分にとってはとんでもない話ですが、現在の

ＮＯＶＡやスピードランニングなどの英語学

習も大元はそういうものか、と感じた瞬間で

もありました。Ｓ先生、今度飲むときは下町

居酒屋で沖縄方言から教えてください！（松）

　患者さんの使用済みインスリン等の針の廃

棄方法に関して、皆さまはどのような対応を

していますか？私の勤務する病院では、患者

さんの持ち込んだ使用済みの針の管理方法や

廃棄方法が統一されておらず、清掃スタッフ

への針刺し事故がおこったこともあります。

様々な施設の取り組みを参考に、改善してい

きたいと考えていますので、是非、アドバイス

をお願いいたします！！！　　　　　  （三郎）
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